Cation 



• ご使用前に必ずこのカメラユーザーガイドをお読みください。 
• 将来いつでも使用できるように大切に保管してください。 





























カメラと付属品の確認 


お使いになる前に、政下のちのび入っていることを確認してください。 

万一、不足のちのびありましたら、お買い求めの販売店にご連絡<ださい。 




カメラ 



パッテリーパック NB-6L 
(端子カバーつを） 


八ツアリ — ナヤ — ジャ - 

CB-2LY 


インターフェースケーブル 
IFC-400PCU 


AV ケーブル 
AVC-DC400 



U ストストラップ 

WS-DC7 


カメラ ユーザー ガイド 
(本幫 


C5) 

DIGITAL CAMERA 
Solution Disk 


保証書 サポートガイド 


ソフトウェアのインストール終了後、デスクトップのショートカットアイコンをク 
リックすると、な下の電モマニュアル （ PDF 形式）を参照できます。インストール 
びできない場合は、 CD - ROM 巧の 「 Readme 」 フオルダからご覧ください。 


はじめよラ！おラちプリント 

カメラとプ U ンターをつないで印刷するときにお読みください。 

ソフトウェアクイックガイド 

力;ラとパソコンをつなぐとさにお読みください。 

ZoomBrowser EX / ImageBrowser ソフトウ ェア ガイド 


を 


•メモ U —カードは付属されていません。 

^ -電子マニュアル （ PDF 形式）をご覧になるには 、 Adobe Reader が必要です。 
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はじめにお読み < ださい 


試し撮りと撮影内容の補償について 

必ず事前に試し撮りをし、撮影棲は画像を再生して画像び正常に記録されて 
いることを確認してください。万ーカメラや;><モ|」ーカードなどの不具をに 
より、画像の記録やパソコンへの取り化みびでさなかった場をの記録内容の 
補償については、ご容赦ください。 


著作権について 


このカメラで記録した画像は、個人として楽しむなどの他は、善作権法上、 
権利ちに無断で使用でをません。なお、実演や興行、展示含などには、個人 
として楽しむなどの目的であってち、撮影を制限している場合びありますの 
でごミ主意ください。 

保証について 

この力;><ラの保証書は国内に限り有効でず。万一、海外旅行先で、故障や不 
具合び生じた場をは、帰国したあと、別紙の相談窓□へご相談ください。 

液晶 モニター について 

液晶モニターは、非常に精密度の高い技術で作られており99.99%!ん L の有 
効画素びありますび、 0.01%1 U 下の画素夕けや、黒や赤の点び現れたまま 
になることがあ0ます。これは故障ではありません。また、記録される画像 
には影響ありません。 

長い時間使ラ際のご注意 

この力;><ラは、長い時間お使いになっていると、力^ラの温度が高くなるこ 
とびあります。これは故障ではありません。 


メモリーカードの記載について 

この力;><ラで使えるメモ U —カードのことを「カード」と表記していまず。 
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やりたいこと目次 


r 撮る I 

力方ラまかせで写真を撮りたい . 22 

撮影シーンにあわせて撮りたい ... 52〜54 

人を上手に撮0たい 

人をされいに 夜景と人 テ供やペット 砂浜で 雪景色で 

(P.52) (p.52) (p.53) (P.53) (p.54) 

風景を上手に撮りたい 

A 

夕焼け 自然の木や巧 

(p.53) (p.54) 

いろいろなシーンにあわせて撮りたい 

室内で 花火 水族館で 水中で 暗い場所で 

(p.53) (p.53) (p.54) (p.54) (p.54) 

人の顔を上手に撮りたい . 22、6日、76 

スト□ボ禁止の場所で撮りたい（スト□ボ発光禁止） . 55 

自分も一緒に写りたい（セルフタイマー撮影）… . 59、60 

曰時を入れて撮0たし、 . 58 

近<の被写体を撮0たい（マク□撮影） . 63 

近くの被写体を拡大して撮りたい（デジタルマク□撮影） ......... 64 

セピア調や白黒写真で撮りたい ..... 70 

画像の大ささを変えたい（記録画素数） . 65 

連続して写真を撮0たい……… . 67 

手ブレを防いで撮0たい（手ブレ補正） ... 109 

暗い場所でわ手ブレを防いで撮りたい（高感度) . 54、68 

暗い被写体を明るくして撮りたい（暗部補正） . 80 

ファインダーを使って撮りたい . 73 
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やりたいこと目次 


見る 

画像を見たい ... 25 

自動再生で見たい（スライドショー） . 90 

テレビで見たい ... 93 

画像を素早く探したい… ..... 88、89 

画像を消したい. ....... 26、95 

画像を誤って消さないよラにしたい（保護）..… . 94 


動画を撮る/見る 

動画を撮りたい . 29 

動画を見たい . 31 


印刷ずる 

写真をかんたんに印刷したい. ..... 27 


残ず 

画像をパソコンに保をしたい. ... 32 


その他 

音び鳴5ないよラにしたい.……… ... 47 

海外で使いたい ......... 13 


























目巧 

このガイドは、1〜3章までの説明で、この力;><ラの基本的な操作やよく使 
ラ機能びわかるよラになっています。4章降は高度な機能を説明していま 
すび、読み進めることでステップアップでさるよラになっています。 


カメラと付属品の確認 . 2 

はじめにお読みください . 3 

やりたいこと目次 . 4 

安全上のご注意 . 8 


充電する . 12 

バッテ U —とカードを入れる . 14 

曰付/時刻を設定する . 17 

表示言語を選ぶ . 19 

カードを初期化する . 20 

シトッタ—ボタンの押しかた.……21 
脚 110 撮る . 22 

因見る . 25 

消す . 26 

印刷する . 27 

■■ 動画を撮る ......29 

動画を見る . 31 

パソコンに取り込む . 32 

アクセヴ1」——覽 . 36 

別売アクセサ U — . 38 

1 2ちっとカメラを 

知ってみよラ . 39 

各部のなまえ . 40 

画面の表示内容一覧 . 42 

節電機能（オートパワーオフ） ...... 44 

© FUNC . メニューの基本操作.…4日 

MENU ニューの基本操作 . 46 

宣の設定を変える . 47 

カメラの設定を初期状態に戻す....48 
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カードを物理フォーマット（初期化） 

する . 49 

画面の明るさを変える . 50 


3いろいろなシーンやよ<使ラ 


1機目目で撮ってみよラ .......... 

….51 

〇いろいろなシーンで撮る... 

…52 

@スト□ボを発光させない.... 

…55 

被写体をちっと拡大する 
(デジタルズーム） . 

…56 

日時を入れる . 

…58 

Cio セルフタイマーを使ラ . 

…59 

な顔セルフタイマーを使ラ.… 

..... 60 


4目的の設定にして 

撮ってみよう . 61 

P フ□グラム AE で撮る . 62 

ち スト□ボを発光させる . 62 

i 4 遠くの被写体を撮る糖景）....63 
A 近くの被写体を撮る 

(マク□撮影） . 63 

が 近<の被写体を拡大して撮る 

(デジタルマク〇) . 64 

記録画素数（画儘の大をさ）を 

変える . 65 

画質（圧縮率）を変える . 65 

因 明るさを変える（露出浦正）....67 

鸟1連続して撮る . 67 

ISO 感度を変える . 68 

色あレを調整する 

(ホワイトバランス） . 69 

画像の色調を変える 

(マイカラー） . 70 


















































目次 


テレビを使って撮る . 71 

の2秒のセルフタイマーで撮る....71 
巧セルフタイマーの時間と 

撮影枚数を変える . 72 

構図を変えて撮る 

(フォーカス□ック摄房） . 73 

ファインダーで撮る . 73 


5もっとカメラを使い 
こなそラ . 75 


AF フレームモードを変える . 

..76 

AFL AF □ックで撮る . 

..77 

ピント位置を拡大表おする . 

..77 

測光モードを変える . 

..78 

AEL AE □ックで撮る . 

..78 

FEL FE □ックで撮る ... 

..79 

お ス□-シンク□で撮る . 

..79 

Ci 暗い被写体を明る < して撮る 


(暗部補正） . 

..80 

<〇> 赤目自動補正 . 

..81 

ろ長秒時露光で撮る . 

..82 


6動画のいろいろな機能を 
使ってみよラ..4: . 83 


画質を変える . 84 

AE □ツク/露出シフト . 85 

その他の撮影機能の操作方法 ....... 85 

再生機能の操作方法 . 86 


7いろいろな再生とその他の 
機能を使ってみよラ . 87 

K 9枚表示で画像を探す 

(インデックス表示） . 88 

宿ジャンプ表示で画像を探す ...... 89 

蹲スライド シヨーで 見る . 90 


ピント位置を確認する 
(フォーカスチエツカー） . 

…91 

なお大して見る . 

…92 

[] 画像を切り換えたとさの 
効果を変える . 

…92 

テレビで見る . 

…93 

On 保護する . 

…94 

滯まとめて消す . 

…95 

圆回転する . 

…95 

苗画儘をルさくする 
(リサイズ） . 

…96 

Ci 暗い被写体を明るくする 
(暗部補正） . 

…97 

を赤目を補正する . 

…98 

印刷指定 （ DPOF ). 

…99 


8 黯?機能を自?好み端 


カメラの機能を変える . 104 

撮影機能を変える . 107 

再生機能を変える . 110 


9カメラを使うときに 
役立つ情報 . 111 

家庭用電源でカメラを使ラ . 112 

故障かな？と思ったら . 113 

画面に表示される 

メッセージー覧 . 116 

撮影機能/ FUNC . メニュー 

-覧 . 118 

メニュ——覧 . 120 

主な仕様 . 124 

日ごろの取り扱いについて . 127 

索引 . 128 
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ま全上のごミ主意 


ご使用の前に r ま全上のごま意」をよくお読みの上、製品を正しくお使いください。 
ここに示したミ主意事項は、あなたや他の人々への危害や損害を未然に防ぐためのをの 
です。 

別売アクセヴ1」一をお持ちの場合は、付属の使用説明書もあわせてご確認ください。 
胃 g 死 t または重傷を負ラ可能性びある内容です。 

/K 傷害を負ラ可能性びある内容です。 

物的損害を負ラ可能性がある内容です。 


A 警告 


カメラ 

カメラのファインダーで強い光源（晴天時の太陽など）を見ない。 
視力障喜の原因とな0ます。 


スト□ボを人の目に近づけて発光しない。 

ネ見力障害の原因となります。特に、乳幼児を撮影するときは 1 m 松上離れてください。 

お子様や幼巧の手の届くところでな 管 しない。 

ストラップ：誤って首に卷きつけると、窒息することびあります。 

カード、曰付/時刻用電池：誤って飲み込むと危険です。万一飲み込んだ場合は、た 
だちに医師にご相談ください。 


分解、改造しない。 

落下などで破損した場合は、内部には触れない。 

煙が出ている、異臭がするなどの異常が発生した場合は、使わない。 

アルコール、ベンジン、シンナーなどの有機 ミ容 剤で手入れしない。 

内部に液化や異物などを入れない。 

感電、火災の原因となります。 

万一、液体や異物び入った場合は、すぐに電源を切り、その後必ずバッテリーを取り 
出して < ださい。 


指定かの電源は使わない。 

感電、火災の原因となります。 

バッテリー、バッテリーチヤージヤー 

指定外のバッテリーは使わない。 

バッテリーは义に近づけたり、火の中に投げ込まない。 
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を全上のごま 意 



分解、改造したり、加熱しない。 

落とずなどして強い衝撃をちえない。 

バッテ U —び破裂や液漏れし、けびや周囲を巧す原因となったり、火災、感電の原因 
となることびあります。万一、電解液び漏れ、巧服、皮 唐、 目、□についたときは、 
ただちに洗い流してください。 

また、バッテリーチャージャーび液体で濡れたとさは、コンセントから抜いて、お買 
し ' i 上げになった販売店または修理受付窓口にご連絡ください。 

バッテリーを充電するときは、指定されたパッテリーチャージャー L ソがは使わない。 
電源コードに重いちのをのせたり、傷つけたり、破損させたり、加工しない。 

電源プラグを定期的に巧を、その周辺およびコンセントにたまったホコリやミちれを 
乾いた巧で巧走とる。 

濡れた手で電源プラグを巧を差ししない。 

感電、火災の原因となります。 

その他 一 

付属の CD - ROM は、 CD - ROM 対応ドライプがでは絶対に再生しない。 

音楽巧 CD プレーヤーで再生してへッドフォンなどを使巧した場合は、大音量により 
聴力障害の原因となります。また、音楽用 CD プレーヤーで使用した場合は、スピー 
カーなどの破損の原因となります。 


A を意 


ストラップで下げているときは、他のものに引っ掛けたり、強い衝撃や振動をちえ 
ない。 

レンズを強く巧したり、ぶつけたりしない。 

けびやカメラの故障の原因となります。 


コンセントや配線器具の定格を超える使いかたをしない。また、 電源 コードや 電源 
プラグび傷んでいたり、コンセントの差し込みが不十分なまま使わない。 

感電、火災の原因となることびあります。 


liTF の場所で使用*保管しない。 

-直射日光のあたるところ 
- 40度 LU 上の高ミ届になるところ 
-湿気やホコリのをいところ 

バッテ U - の液漏れ、発熱、破裂により、感電、やけど、けび、火災の原因となるこ 
とびあります。また、カメラび熱により蜜あすることびあります。 

電源プラグや充電端子に金属製のピンやゴ S を付着させない。 

感電、火災、故障の原因となることびあります。 








I 安を上のごを意 


を意 


* カメラを強い光源（晴天時の太陽など）に向けない。 

撮像素子び損傷する場合びあります。 


* 砂 ミ 兵や風の強い場所で使ラとをは、カメラの内部にホコリや故が入6ないよラにす 
る。 


* スト□ポを手や巧などで覆ったり、ゴミやホコリなどがついたまま発光しない。 

_故障の原因となることびあります。_ 

• パッテリーチャージャーは、使用しないとさや充電がおわったとさは、電源コンセ 
ントか日外ず。 

• 巧などをかけたまま充電しない。 

長時間接続してお<と、発熱、変形して火災の原因となります。 


* 使用しないときは、カメラか5バッテリーを取り出して保管ずる。 

カメラにバッテ U —を入れたままにしておくと、液漏れにより故障の原因となること 
びあります。 


• バッテリーを廃却するときは、接点にテープを貼るなどして絶縁ずる。 

_他の金属と接軸すると、発火、破裂の原因となります。 _ 

• ペットの近くにバッテリーを置かない。 

バッテ U - に蜡みついた場合、バッテ U - の液漏れ、発熱、破裂により、故障や火災 
_の原因となることびあります。_ 

• ズポンのポケットにカメラを入れたまま椅子などに座5ない。 

_液晶モニターの破損の原因となります。_ 

• かばんにカメラを入れるとさは、硬いちのが液晶モニターにあた5ないよラにする。 

• ストラップにアクセサリーをつけない。 

硬いちのび液晶モニターにあたると破損の原因になります。 



10 











をっそくカメラをほってみよう 

この章では、撮影前の準備、畑!® (オート）での撮影、画像を見る、 
消ず、印刷ずる一連の操作について説明していまず。また章の後半 
では、動画を撮る、見るち法や、パソコンへ画像を取り込むちまに 
ついて説明しています。 


ストラップを取り付ける/カメラを構える 

付属のストラップを力;< ラに取0付け、撮影時にはカメラを落とさないよ 
ラに、手首に通してお使いください。 

撮影するときは、脇をしめてカメラび動かないようにしっかりと構え、ス 
卜□ボに指びかからないよラにしてくださし、。 
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巧電する 

カメラに付属の充電器を使って、バッテ U —を充電します。 


カバーをがず 


バッテリーを取り付ける 

バッテリーと充電器の▲をあわせて、 
①の方向へ押しなび5、③の方向へ取0 
付けます。 


充電ずる 

プラグを®の方向へおこして、③コンセ 
ントに差し込みます。 

充電びはじまり、ランプびホ色に点灯しま 
す。 

充電は、約1時間55分で完了し、ランプび 
緑色に点打します。 

バッテリーを取りがず 

充電器をコンセントから巧さ、①の方向 
へ押しなびら、⑥の方向へ取りがします。 



® バッテリーを保護し、性能の务化を防ぐため、24時間 iU 上連続して充電 
しないで < ださし)。 
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巧電ずる 



撮影できる枚数の目を 


撮影 枚数 

画面表お時* 

260枚 

画面非表示時 

700枚 


再を時間（時間） 

6時間 


* 撮影枚数は、 CIPA (カメラ映像機器工業会）の試験基準によります。 
撮影枚数は、撮影条件により少なくなることびあります。 



バッテリーの残量表示 


バッテ U —の状態は、画面にマークやメッセージで表示されます。 


I 画面表示 

内容 

画 

バッテリー容量は十分です。 

回 

かし減っていますび、まだ使えます。 

r~ii (ホく点滅） 

f まちなくバッテ U —切れになります。 

[パ' ツテ U —を交換してくださし、] 

バッテ I 」一切れです。すぐに充電してください。 


を バッテリーと巧電器の上手な使いかた 

充電は使ラ前日か当日にする 

充電したバッテ U —は、使わなくても自然放電によってかしずつ残量び減って 
いをます。 

充電したバッテ1」一は、▲が見えるよラに 
カバーを取り付けます。 


長期間の保管方法 

バッテリーを使い切ってカメラから取り出し、カバーをつけて保管してくださ 
し、バッテリーを使い切らずに長期間 （1 年くらい）保管ずると、バッテリー 
寿命を縮めた0、性能び劣化することがあります。 

巧電^は''ち夕^でち停ブる 

充電器は、 AC 10 日〜 240 V 日日/ 60 Hz の地域で使えます。プラグの形状びあわ 
ないとさは、市販の電源プラグ変換アダプターを使って<ださい。海が旅行巧 
の電子変圧器は故障の原因になりますので絶対に使わないでください。 

パッテ U —びふ<らむ 

パッテ U —特性のため安全上は問題ありません。ただし、バッテ I 」一びふくら 
むことで力ラに入らなくなったときは、別紙の相談窓□へご相談ください。 
充電したのにすぐ使えなくなる 

バッテリーの寿命です。新しレバッテ U —をお買い巧めください。 
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バッテリーとカードを入れる 


カメラに付属のバッテ U —とカードを入れます。 


端子部 





カードのスイッチを確誌ずる 

スイッチびあるカードでは、スイッチび下 
(「 LOCK 」 側）になっていると撮影できま 
せん。「カチッ」と音びするまでスイッチ 
を上に動かします。 

ふたを開ける 

ふたを①の方向に動かして、愈の方向へ 
開けます。 

バッテリーを入れる 

バッテ U —を図の向さにして、「カチッ」と 
音びして□ックされるまで差し込みます。 
間違った向さでバッテ1」一を入れると 
□ ックされません。必ずノ ':ッテ U —び□ッ 
クされる正しい向をで入れてください。 


カードを入れる 

カードを図の向をにして、「カチッ」と音 
びするまで差し込みます。 

カードは、必ず正しい向さで入れてくださ 
し''。間違って入れると力;>< ラの故障の原因 
とな0ます。 
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パッテリーとカードを入れる 



ふたを閉める 

ふたを①の方向にたおして、霞の方向へ 
「カチッ」と音びするまで閉めます。 


バッテリーと力ードを取0出ず 




バッテリーを取り出ず 

ふたを開け、バッテリー□ックを矢印の方 
向に動かします。 

バッテリーび出てさます。 

カードを取り出ず 

「カチッ」と音びするまでカードを押し込 
み、ゆっくり指を放します。 

カードび出てさます。 
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I パッテリーと力ードを入れる 


1枚のカードに撮影できる枚数の目を 


力ード I 

2 GB 

8 GB 

I 撮穀枚数 I 

749 

2994 


カメラが初期状態での枚数です。 

撮影枚数は、カメラの各種設定、被写体、カードにより変わります。 


0撮影できる枚数を確認ずるには？ 


カメラを撮影モード （ P .22) にすると画面で確認でさます。 



撮影でさる枚数 


使えるカード 

SD (エスディー)メモ U - 力ード 

SDHC (エスディーエイチシー）；><モ U - 力ード^' 

MultiMediaCard (マルチメディアカード） 

MMCpIus (エムエムシープラス）力ード 
HC MMCpIus (エイチシーエムェムシープラス）カード 


0力ードのスイッチは何のスイッチ？ 


SD メモ U —カードと SDHC メモリーカードには、ライトプ□テクト（書き込み 
禁止）といラスイッチびついています。このスイッチび 「 LOCK 」 側になってい 
ると、画面に[ライトプ□テクト]と表示され、撮影することや摄つた画徹を 
消す ことび でをません。 
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曰付/時刻を設定する 


はじめて電源を入れると、曰付/時刻の設定画面び表示されます。撮影した 
画像には、ここで設定した曰付/時刻をもとにした日時の情報び記録されま 
す。必ず設定してください。 


電源を入れる 

電源ボタンを巧します。 

[曰付/時刻]画面び表示されます。 


曰付/時刻を設定ずる 

イ►を押して項目を選びます。 
▲▼を押して、設定します。 


設定を終了ずる 

©を押します。 

曰付/時刻び設定され、[曰付/時刻]画面 
び消えます。 

電源ボタンを押すと、電源び切れます。 




0電源を入れるたびに[日付/時刻]画面び表示されるとをは？ 


曰付/時刻を設定しないと、電源を入れるたびに[曰付/時刻]の設定画面び表 
示されます。正しく設定してください。 
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曰付/時刻を設定ずる 


曰付/時刻ををえる 

曰付/時刻を、現在の設定か5変えられます。 





レンス脚帥 け 

押… 


メニューを表示ずる 
♦ MENU ボタンを押しまず。 


[? T ] タブの[曰付/時刻]を選ぶ 

_イ►を巧して巧 T ] タブを選びます。 

♦ ▲▼封甲して[日付/時刻]を選び、©を 
巧します。 


(參 



曰付/時刻を変える 

P . 17の手順2〜3の操作で設定しまず。 
MENU ボタンを巧して、メニュー画面を消 
します。 


を曰付/時刻用電池について 


カメラには曰付/時刻用電池（バックアッフ電池）び内蔵されています。バッ 
テ U —を取り出してから約3週間は、設定した日付/時刻び保持されます。 

曰付/時刻用電池は、充電したバッテ U —を力;>< ラに入れるか、 AC アダプター 
キット（別売） （ P .38) を使ラと、力六ラの電源を入れなくても約4時間で充 
電されます。 

曰付/時刻用電池びなくなると、カメラの電源を入れたとをに[曰付/時刻]画 
面び表示されます。 P . 17の手順で正し<設定してください。 
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表巧言語を選ぶ _; 

画面に表示される言語を変えられます。お買い上げ時は日本語に設定されて 
います。 

再生モ-ドにずる I 

囚ボタンを押します。 


設定画面を表示ずる 
© を巧したまま①、 MENU ボタンを押し 
ます感。 


言語を設定ずる 

イ►を巧して言語を選び、©を押します。 
表示言語び設定され、表示言語の画面び消 
えます。 


言語設定は、 MENU ボタンを押すと表示されるメニュー画面で、 [ rr ] 夕 
^ プの[言語]を選んで設定することもでをます。 



19 





















y 


カードを初期化する 


新しく買ったカードや他のカメラやパソコンで初期化したカードは、この力 
;><ラで初期化（フォーマット）することをおすすめします。 

初期化するとカード内のすべてのデータは消され、ちとに戻すことはでをま 
せん。十分に確認してから初期化してください。 





メニューを表示ずる 

MENU ボタンを押します。 

[カードの初期化]を選ぶ 

イ►を巧して巧 T ] タブを選びます。 
▲▼を押して[カードの初期化]を選び、 
©を押します。 


初期化する 

かを巧して[〇のを選び、 © 対甲しまず。 
カードび初期化されます。 

初期化び終わるとメニューに戻りまず。 


① 


カード内のデータは初期化や消去をしてを、ファイル管理情報び変更さ 
れるだけで、完全には消えません。譲渡や廃棄すると走は注意してくだ 
さい。廃棄ずるとさはカードを破壊ずるなどして、個人情報の流出を防 
レで < ださい。 


◎ 


初期化の画面で表示されるカードの総容量は、カードに表記されている 
容量よりも少なくなることびあります。 




力—ドち巧レますが 

UGB 

1.刷閒 
梢フオ -7 ツト 


力-ドの龍 


嘶お 
網租站 i 
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シヤッターボタンの巧しかた 


シャッターボタンは二段階で押せるよラになっています。ピントび合った画 
像を撮るために、必ずシトッターボタンを浅く押す「半押し」をしてピント 
ををわせてから撮影します。 


半巧し（一段目まで浅く f 甲ず） 

ピント合わせや明るさなど、撮影に必要な 
設定び自動的に巧われます。 


ピントび合ラと電モ音び「ピピッ」と2回 
鳴0、ランプび緑色に点なします。 


全巧し（二段目まで深く f 甲ず） 

シャッター音び鳴り、撮影されます。 


飾 シャッターボタンを半押しせずに、一度に二段目まで深く押し込むと、ピ 
^ ントび合わなレ画像になることびあります。 
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€ S 風撮る 


カメラび被写体や撮影状況を判別するため、シーンに最適な設定でカメラま 
かせの全自動撮影びできます。人を撮影するときは、顔を自動的に検出して 
顔にピントを合わせ、顔の明るさや色あいも最適になるよラ設定されます。 



電源を入れる 

電源ボタンを押します。 

起動音び鳴り、起動画面び表示されます。 
もラー度押すと電源び切れます。 



包!西)モードにずる 

モードスイツチをの⑩にします。 

力;>< ラを被写体に向けると、シーンを判別 
するため動作音（カチカチ）びします。 

主被写体と判断した被写体にピントを台 
ねせ、画面の左上にカメラび判別したシー 
ンのアイコンび表示されます。 

人の顔が検出されたとをは顔にピントを 
をわせ、を被写体と判断された顔に白のフ 
レーム、その他の顔には灰色のフレームび 
表示されます。 

検出された顔は動いてち、一定の範囲で追 
尾します。 


陋並 



撮りたいものの大きさを決める 

ズームレ/ (一をな]側へ押すと撮0たいち 
のび大さくなり、陋側へ押すとルさくな 
ります。 
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のの)撮る 



ピントを合わせる 


シゎツターボタンを半巧しして、ピントを 
合わせます。 

ピントび含ラと電テ音び「ピピツ」と2回 
鳴0、ランプび緑色に点灯します〔スト □ 
ボ発光時はオレンジ色に点な)。 




ピントび含った位置に AF フレームび緑色 
で表巧されます。 

檀数のフレームび表示されたとさは、表示 
されたすべてのフレームにピントびをつ 
ています。 


AF フレーム 



撮影する 

シャッターボタンを全押しして、撮影しま 
す。 

シゎッター音び鳴り、撮影されます（暗いと 
ころでは自動的にスト□ボび光0ます)。 
ランプ销励び緑色に点滅し、撮影した 
画像びカードに記録されます。 


撮影した画像は、約2秒間表示されます。 


画像び表示されている状態でち、シャツ 
ターボタンを押すと、次の撮影びでをます。 


@こんなとさは？ 


電源を入れても、カメラの画面が表示されない 
DISP . ボタンを押すと画面び表おされまず。 

音が鳴らない 

DISP . ポタンを押したまま電源を入れたため、警告音がの音び鳴らなくなり 
ました。音び鳴る よ ラに設定するには、 MENU ボタンを押して、 [ rr ] タブの 
[消音]を選び、イ►を押して[切]を選びます。 
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■ 拉 ijtO 撮る 

•スト□ボが光ったのに暗い画橡になった 

被写体までの距離び遠すぎます。ズームレバーを 应 1側に押してちっとち広角 
側にしたときは、レンズ先端から約 30 cm 〜 4.2 m 、 [も 側へ押してもっとも望 
遠側にしたとさは約 30 cm 〜 2.4 nn の範囲で撮影してください。 

•シャッ ターボタンを半巧ししたときに、ランプ谓前が黄色に点滅し、電子 
音び「ピッ」と1回鳴る 

撮りたいちのび近ずざます。ズームレバーを 晒 側に押してちっとち広角側に 
したときで約 3 cmULb 、 な] 側に押してもっとも望遠側にしたときは約 30 cm 
政上離れて撮影してください。 

•シャッ ターボタンを半巧ししたとをに、ランプ（前面）び点灯ずる 
暗いところでの撮影では、目び赤<写るのを緩和したり、ピントを合わせるた 
め、ランプび点なずることびあります。 

•撮影しよラとした5、[失]が点滅表示されて撮影できない 

スト□ボ充電中でず。充電び終わると撮影でをます。 

シーンのアイコン 


力:><ラび判別したシーンを示すアイコンび表示され、ピント合わせや被写体 
の明るさ、色あいび最適になるよラ自動設定されます。 


背景 

明るい 

青空を含む 

夕景 

日 

音い 1 

被写化 


逆光 


逆光 


兰脚馆用時1 

人 


ぶ 

巧 

m 

- 

巧 

巧* 

人 L ソがの被写化 
風景 

m 

m 

AUTO 

& 

因 

AUI0 

□ 

近拒離撮該 


& 

巧 

陪 

■ 

互 

■ 

アイコンの背景色 

灰色 

水色 

オレンジ色 

紐色 


* 撮影シーンび暗いときに、兰脚などでカメラを固定すると表示されます。 


® シーンによっては、実際のシーンと異なるアイコンび表示されることび 
あります。特に背景びオレンジ色や青色の壁などのとをは、[^]や 
「青空を含む」アイコン類び表おされて、適切な色調で撮影できないこ 
とびあります。そのときは、 P モード (0.62) で撮影することをおす 
すめします。 
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因見る 

撮影した画像を画面で見ることびでさます。 


再生モードにずる 

囚ボタンを押します。 

最後に撮影した画像が表示されます。 


画像を選ぶ 

イを押すと最後に撮影した画像か5、新し 
い順に表示されます。 

► を押すとちし個像か5順に表示されます。 
◄ ►を押したままにすると、画像び早く進 
みます。ただし、表示画像は粗< な0ます。 
レンズび出ている状態で、囚ボタンを巧す 
と、撮影画面に戻ります。 

約1分経過すると、レンズび収納されます。 
この状態で囚ボタンを押すと電源び切れ 
ます。 

な再生モードの切り換えについて 

力^ラの電源び入っていない状態で 囚 ボタンを押すと、電源び入り再生モード 
となり、ちラー度押すと電源び切れます。再をモードの状態でシャッターボタ 
ンを半巧しすると、撮影画面になります。 
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消す 


不要な画像を1枚ずつ選んで消せます。消した画像はもとに戻すことはでさ 
ません。十分に確認してから消してください。 



▼を巧しまず。 

[消去？]び表示されます。 

イ►を巧して[消去]を選び、©封甲しま 
す。 

表おしていた画像び消えます。 

中止するとさは、イ►を巧して[キゎンセ 
ル]を選び、©を押します。 


再生モードにずる 

囚ボタンを巧します。 

最後に撮影した画像び表示されまず。 


消したい画像を選ぶ 

◄►封甲して、 
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印刷する 


撮影した画綱ま、カメラと PictBridge 〔ピクトブリッジ）対応プ U ンター 
(別売）をつないで、かんたんに印刷でさます。 


用意ずるをの 

カメラと PictBridge 巧応プ U ンター(別売) 
付属のインターフェースケーブル （ P .2) 






カメラとプリンターの電源を切る 

カメラとプリンターをつなぐ 

ふたを開を、ケーブルのルさいプラグを図 
の向きにして、力六ラの端子にしっかりと 
差し込みます。 

ケーブルの大さいプラグをプ U ンターに 
差し込みまず。プ U ンターとのつなぎかた 
については、プ U ンターの使用説明書を参 
照してください。 

プリンターの電源を入れる 

カメラの電源を入れる 

囚 ボタンを押して電源を入れます。 
[ク^^田]び表示されまず。 
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ED 刷する 



5印刷ずる画像を選ぶ 

♦イ►を巧して、画像を選びまず。 


6印刷ずる 

♦ © を巧します。 

♦ ▲▼で[印刷]を選び©を押します。 
印刷びはじまります。 

別の画像を印刷するとさは、印刷び終わっ 
たあと、手順5〜6の操作を繰り返します。 
印刷び終わったらカメラとプ U ンターの 
電源を切り、ケーブルを抜をまず。 


抑 印刷方法については、「はじめよラ！おラちプリント」 (p.2) を参照して 
¥ ください。 


キヤノン製 PictBridge 対応プリンター（別売）のご紹介 

キヤノン製の下記 PictBrIdge 対応プリンターをつなぐと、パソコンを使ね 
ずに、撮影した画像を印刷でさます。 




SELPHY シ U- ズ PIXUS シリーズ 


製品の詳細については、ホームページやカタ□グでご確認いただくか、別紙 
の相談窓□へお問いあわせください。 
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>■ 動画を撮る 

シャッターボタンを押すだけで、カメラまかせの動画撮影びでさます。 



•■モードにずる 

モードスイッチを■■にしまず。 



撮りたいものの大きさを決める 

スームレノ一を [♦] 側へ押すと撮りたいち 
のび大きくなり、晒側へ巧すとかさくな 
D ます。 

ピントを合わせる 

シゎッターボタンを半巧しして、ピントを 
合わせます。 

ピントび合ラと電モ音び「ピピッ」と2回 
鳴0、ランプび緑色に点灯します。 
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■ •，麵を撮る 



撮影時間 



撮影ずる 

I シャッターボタンを全押ししまず。 
►撮影びはじまり、[♦録画]と撮影時間び 
表术されます。 

♦ 撮影びはじまったら、シャッターボタンか 
ら指を放します。 

♦ 撮影中に構図を変えると、ピント位置はそ 
のままで、明るさや色あいは自動的に調整 
されます。 


’撮影中はマイクをみさびないで<ださい。 
i シャッターボタン政外を操作すると、操作 
音ち録音されます。 


5撮影を終了ずる 

♦ シゎッターボタンをちラー度全押しします。 
卜電子音び「ピッ」と *1 回鳴り、撮影び終わ 
0ます。 


ランプび緑色に点滅し、撮影した動画び 
カードに記録されます。 

カード容量びいっぱいになると、自動的に 
撮影び終わります。 


撮影できる時間の目を 


力ード 

2 GB 

8 GB 

1 撮彰時間 

16分00秒 

1時間03分57秒 


カメラが初期状態での撮影時間です。撮影時間は、手順1の画面で確認できます。 
一度の撮影で動画の容量び 4 GB になるか、撮影時間び1時間になると自動的に撮影び 
終わります。 


30 
























動画を見る 

撮影した動画を画面で見ることびでさます。 



再生モードにずる 

囚ボタンを押します。 

最後に撮影した画像び表示されます。 
動画には[西!'呈]び表示されます。 




再生ずる動画を選ぶ 

イ►を押して再生ずる動画を選び、 © を押 
しよ9 〇 


イ►を押して [►] を選び、 © を押します。 
動画び再生されます。 

ちラー度 © を巧すと、一時停止/再開で 
さます。 

音量は▲▼を押して調節します。 

再生び終わると、 [励ち] び表示されます。 
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パソコンに取り込む 

付属のソフトウエアを使って、カメラで撮影した画像をパソコンへ取り込む 
ことびでさます。 

パソコンにが要なシステム構成 

これは推奨環境であり、すべての動作を保証するものではありません。 

Windows 


os 

Windows Vista (Service Pack 1を含む） 

Windows XP Service Pack 2 、 Service Pack 3 

機種 

上記 OS びプリインス 1 -ールされていて、 USB 接続部び標準装備 
されてし1ること 

CPU 

Pentium 1 .3 GHz 政上 

RAM 

Windows Vista : 1 G 目政上 

Windows XP : 512 MB 於上 

インターフェース 

USB 

バードディスク 
空さ容量 

Canon Utilities 

ZoomBrowser EX : 200 MB 攻上 

PhotoStitch : 40 M 目な上 

ディスプレイ 

1,024 X 768ドット政上 

Macintosh 


os 

Mac OSXv 10.4〜 v 10.5 

機種 

上記 OS びプリインス1-ールされていて、 USB 接続部び標準装備 
されてし1ること 

CPU 

PowerPC 日4/6日または||1{61プ111セッヴー 

RAM 

512MBm ： 

インターフェース 

USB 

ハードディスク 
空を容量 

Canon Utilities 

ImageBrowser : 3001 VIB な上 

PhotoStitch :日 OM 目な上 

ディスプレイ 

1,024 X 768ドット攻上 
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パソコンに取り込む 


用意ずるもの 

カメラとパソコン 

付属の CD-ROM (DIGITAL CAMERA Solution Disk ) ( p .2) 

付属のインターフェースケーブル （ p .2) 

準備をずる 

ここでは 、 Windows XP と Mac OS X v 10.4 を使って説明をしています。 


1 


DIGITAL CAMERA 





C , …一） 


ソフトウエアをインス I ルずる 
Windows 

CD-RO M をパソコンのドライブに入れる 

インス!-ールをはじめる 

[おまかせインス!-一 J レ]をク U ックし、 
表おされる画面にしたびって操作を進め 
まず。 

インス!ルが絡了した5、[再起動]ま 
たは[完了]をクリックずる 

CD - ROM を取り出ず 

デスクトップ画面び表おされた bCD-ROM 
を取0出します。 

Macintosh 



CD - ROM をパソコンのドライブに入れ、 
CD - ROM 内の [を] をダブルク U ック 
しま9 〇 

左の画面び表示されます。 

[インス!-ール]をク U ックして、表おさ 
れる画面にしたびって操作を進めます。 
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パソコンに取り込む 



カメラとパソコンをつなぐ 

カメラの電源を切りまず。 

ふたを開さ、ケーブルの小さいプラグを図 
の向さにして、カメラの端子に差し化みま 
す。 

ケーブルの大さいプラグをパソコンの 
USB 接続部に差し込みます。パソコンとの 
つなざかたについては、パソコンの使用説 
明書を参照して < ださい。 

電源を入れる 

囚ボタンを巧して、電源を入れます。 


WMIMjn じ " I * 

jnttriMCCSS 90996 

r •w fnnn"’i,*T H—w 、 け / • 


夕巧巧すなな巧が - U が 



I „ *•"•，•"《 ■ 

■- か ,， 《■•,••" ■ 


カメラウインドウを表示ずる 
Windows 

をに anon CameraWindow ] を選び [ OK ] 
をク1」ックします。 

’カメラウインドウび表示されます。 

な - 画面び表示されないときは、 [ スタート ] y ニュー 
► [ すべてのプ □ グラム ] または [ プ □ グラム ] 
► に anon Utilities] ► に ameraWindow] ► 
[CameraWindow] ► に ameraWindow ] を 
選びます。 
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パソコンに取り込む 



Macintosh 


力;>< ラとパソコンび通信でをる状態にな 
ると、カメラウィンドウび表示されます。 
カメラウィンドウび表示されないときは、 
Dock (デスクトップ下部に表示される 
バ ー） の [ CameraWindow ] アイコン 
をク U ックします。 



画像を取0込む 



[未転送画像を転送する]をク U ックしま 
す。 

パソコンに取り込まれていないすベての 
画像び取り込まれます。 

取り込みび終わった5、カメラの電源を切 
り、ケーブルを抜さます。 

政後の操作は、「ソフトウェアクイックガ 
イド」 （ P .2) を参照してください。 




パソコンに取り込まれた画像は、撮影曰ごとのフォルダに分けられて、 
Windows では「マイピクチヤ」フォルダに、 Macintosh では「ピク 
チヤ」フオルダに保存されます。 
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アクセサリ——覽 



*2 プ U ンターとカメラをつなぐケーブルについては、お使いになるプ U ンターの使用 
説明書を参照して<ださい。 
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アクセサリ——覽 


映像入力端モ 



1" アクセサリーはキヤノン純正品のご使用をおすすめします 1 

本製品は、キヤノン純正の専用アクセサ1」一と組みあわせてお使いになった場合に最 
適な性能を発揮するよラに設計されておりますので、キヤノン純正アクセヴ U —のご 
使用をおすすめいたします。 

なお、純正品が外のアクセヴ U —の不具合（例えばバッテ U —パックの液漏れ、破裂 
など）に起因することが巧らかな、故障や発火などの事故による損喜については、弊 
社では一切責任を負いかねます。また、この場合のキヤノン製品の修理につさまして 
は、保証の対象外となり、ち償とさせていたださます。あらかじめご了承ください。 
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別売アクセサリー 




必要に応じてお買い求めの上、ご利巧ください。なお、アクセサリーは、諸 
事情によ0予告な<販売を終了することびあ0ます。 

電源 I 

AC アダプターキット ACK-DC40 

家庭用電源でカメラを使えます。カメラを長時間連続して使ラとをや、プリン 
ターやパソコンとつなぐとをには、この AC アダフターキットをお使いになるこ 
とをおすすめします（カメラ巧のバッテ U —は充電でをません）。 

バッテリーチャージャ ーCB-2LY 
バッテ U —パック NB -6 L 用の充電器です。 

バッテリーパック NB-6L 
充電式の U チウムイオン電池です。 

@海外での使用について 

バッテリー/チわージャーや AC アダプターキットは、 AC 10 日〜24日 V 50/ 
60 Hz の地域で使えます。フラグの形状びあわないときは、市販の電源プラグ変 
換アダプターを使ってください。なお、海外旅行用の電子変圧器は故障の原因 
にな0ますので絶対に使わないでください。 

その他 

ソフトケースに X-280 シリーズ、に X-290 シリーズ 
力^ラをキズやホコリから守りまず。 

ウォータースレーフケース WP-DC29 

カメラに取り付けると、雨天時や海辺、スキー場での撮影のほか、水深 40 mlU 
内での水中撮影を楽しめます。 

"イパワーフラッシュ HF-DC1 

被写体び遠すぎて内蔵スト□ボの光び届かないとさに、力^ラに取り付けて使 
用する補助スト□ボです。 
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ちっとカメラを知ってみよラ 


この章ではカメラの各部のなまえや画面の表示内容のほか、各種の 
基本的な操作ちまについて説明しています。 


このガイドの記載について 

カメラのボタンやスイッチは、ボタンやスイッチに表記されている絵文字 
を使っておしています。 

画面に表おされる絵文字や文言は、 [] つさでおしています。 

十字キー、 FUN 〔./ SET ボタンは、それぞれ UTF の絵文字で示しています。 




(ちボタン) 
(左ボタン) 


困ったとさに手助けとなる内容をおしています。 

替：上手に使ラためのヒントを示しています。 

( D : ミ主意事項を示しています。 

0 :補足説明を示しています。 

(P.XX) :参照ページを示しています。 XX はページ数を示しています。 
すべての機能び初期状態になっていることを前提に説明してしほす。 
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さ部のなまを 



①ランプ（前面） （ P .24、 59、 107) 

感マイク ( p .30) 

通レンズ 
④ズームレバー 

撮影時：け](望遠）/励胞角） 
( p .22) 

再生時： a (拡大） ( p .92) /K C イ 
ンデックス） （ P .88) 


感シャッターボタン （ P .21) 

思電源ボタン Cp .22) 

通スト□ボ （ P .5 己） 

霞兰脚ねじ巧 

盛 DC カプラー端子カバー （ P .112) 
風カード/バッテ1」一収納部&た 

Cp .14) 

風ストラップ取り付け部 （ P .11) 


モードスイッチ 

モードの切り換えは、モードスイッチで行いまず。 


カメラまかせの全自動撮影—— 
びできます （ P .22)。 

撮影シーンに最適な撮影 （ P .52) 
や各種機能を設定したさまざまな 
撮影 （ P .61、75) がでさます。 

動画撮穀ができます Cp .29 )o — 
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各部のなま文 



① スピーカー 
霞ファインダー ( P .73) 

感ランプ（背面） 

④画面（液晶モニター） （ P .42、43) 
感の（再生）ボタン Cp .25) 

⑥モードスイッチ （ P .40) 

風 A/VOUT (映撒/音声出力）- 
DIGITAL (デジタル）端テ （ P .27、 
34、 93) 

盛 MENU (メニュー）ボタン （ P .46) 


感 DISP . (ディスプレイ）ボタン （ P .42、 
43) 

频因（露出補正） （ P .6 の/6 (ジャンプ) 
( p .89) /▲ポタン 

⑩化（マクロ ( p .63) / i 4 糖景） 
( p .63) /イポタン 

®© FUN〔./SET (フアンクシヨン/ 
セット）ボタン ( p .45) 

@ > (ストロボ） （ P . 日日、 62) /►ポタン 

顿& (セルフタイマー) ( P .59、60) / 
が （1 画像消去） （ P .26) /▼ボタン 


ランプの表巧 

力;><ラ背面のランプは、シャッターボタンや撮影操作に連動して、点打/点 
滅状態び変わりまず。 



I 色 

が態 I 

操作げ態 I 

緑 

点打 

撮穀準備完了 ( p .22) /ディスプレイオフ時 （ P .44) 

点滅 

力ードへの記録 Cp .23) /読み出し、鲁種通信中 

オレンジ 

点打 

撮影準備完了（スト n ボ発光時） ( p .23) 

点滅 

手ブレ警告 （ P .55) 

黄 

点打 

化 ( p .63). i 4 ( p .63 )、AFL ( p .77) 

点滅 

近距離警普 （ P .24) / ピントび合わない （ P .114) 


0 ランプび緑色に点滅しているとをは、 力ー ドへの記録/読み出しやを種 
通信をしています。「電源を切る」、「カード/バッテ U —収納部のふたを 
開ける」、「振動や衝擊を与える」ことは鮑础こしないでください。画像、 
カメラ、カードび壊れることびあ D ます。 
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画面の表巧内容一覧 


ノ 


①撮影モード （ P .40) 
③ ISO 感度 （ P .68) 

⑤ホワイトバランス 


( P .69) 

® マイカ ラー ( P .70) 

通測光モード （ P .78) 

衝ドライブモード （ P .67) 
煩画質（圧縮率） ( p .65) 
/記録画素数 ( p .65) 

通スポット測光枠 ( p .78) 
感デジタルズーム倍率 
( P .56)、 デジタルテレ 
コンバーター （ P .57) 


⑩マク n ( P .63)、 遠景 
( p .63) 

⑩ スト n ボモード （ P .55、 


⑩フォルダ作成 （ P .105) 
颇静止画：撮影可能枚数 
( P .16) 


62、 79) 

⑩赤目滿正 （ P .81) 

廊セルフタイマー ( P . 己9、 

60、71、 72) 

風カメラ位置* 

轉バッテ I 」一残量表示 
Cp .13) 

频 AF フレーム Cp .23) 

⑩ AF □ック Cp .77) 

⑩暗部瓶 E ( P .80) 

* 占：通常、& 6 :力 ラを縦位置に構えたとき 
撮影時にカメラの向さを検知して最適な撮影びでをるよラ制御され、再生時に 
は、カメラび縦向をでち横向をでも、画儘び自動的に回輯して正位置で見るこ 
とびでさます。 

ただし、カメラを真上や真下に向けると正しく検出でをないことびあります。 

表示の切り換え 

画面表示は、 DISP . ボタンを押して切り換えます。 


動画：撮影可能時間 
Cp .29) 

强撮影ガイド Cp .109) 
喔）シャッタースピード 
透)絞り数値 

輿手ブレ補正 Cp .109) 
颇露出補正 ( p .67) 

颊撮影曰時記録 Cp .58) 
馈冉 En ック ( p .78, 85)、 
FED ック ( p .79) 





情報表示なし 


情報表示あり 


画面非表示 
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撮影時（情甜表示あり） 


饭⑩⑩ 



で莖 「巧麻 

①③④④感⑥み 



















画面の表示内容一覽 


再生時（詳細情報表示) 



①撮露モード （ P .40) 

磨シャッタースピード 
感露出補正量 （ P .67) 

盛ホワイトバランス 
Cp .69) 

霞ヒストグラム （ P .44) 
愈画像編集 （ P . 弓 6 〜弓 8) 
③画質（圧縮率） （ P .65)、 

AVI 强励 

霞記録画素数 （ P .6 日） 


④バツテ IJ 一残量表示 
( p .13) 

颇測光モード Cp .78) 

强フォルダ番号一画像ま号 
( P .105) 

® 再生画像ま号/総画像数 
風 ISO 感度 Cp .68) 

顿絞0数値、画質（動画） 
Cp .65) 

麽暗部補正 （ P .80、97) 

强スト n ポ発光 （ P .62、 
79) 


⑩マクロ （ P .63)、 遠景撮 
影 （ P .63) 

涵ファイルヴイズ 
姆静止画：記録画素数 
( P .66) 

動画：撮語時間 （ P .84) 
颇保護 ( p .94) 

强マイカラー （ P .70) 

猶赤目補正 （ P .81、98) 
@撮影曰時 （ P .58) 


表示の切り換え 

画面表示は、 DISP . ボタンを押して切り換えます。 




^ •撮影直後の画面表おを、 DISP . ボタンを巧すと切り換えびでをます。た 
^ だし、簡易情報表示にはな D ません。 

•最初に表示される画面は、 MENU ボタンを押して[〇]タブの[レビュー 
情報]で設定します。 
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I 節電機能（オートパワーオフ） 

撮影時の暗い場巧での画面表示 

暗い場所では、自動的に画面び明るくなって構図確認しやすくなりますけ 
イトビュー機能）。ただし、撮影される画像の明るさとは異なるほか、粗い 
感じ、またはややぎこちない表示になることびあります（記録される画像に 
影響はあ0ません)。 

再生時の高輝度（八イライト）警告 

r 詳細情報表示」 （ P .43) にすると、画像上の白トビした個所び点滅表示さ 
れまず。 

再生時のヒストグラム 


r 詳細情報表示」 ( p .43) のグラフは、画像 



中の明るさの分布を示したヒストグラムと 
し、ラグラフです。横軸は明るさ、縦軸は明 
るさごとの量を示しています。また、グラ 
フがちに寄っているときは明るい画像、左 
に寄っているとさは暗い画像となり、露出 
の傾向を確認でさます。 


暗い i >明るい 


節電機能（オートパワーオフ） 


バッテ U —の消耗を防ぐため、カメラを操作しない状態で一定の時間びたつ 
と、自動的に画面を消した0、電源を切った0する機能です。 

撮影 モー ドでの節電機能 

約1分間力;ラを操作しないと画面び消え、さ b に約2分たつとレンズび収 
納されて電源び切れます。画面び消えた状態でもレンズび出ているとをは、 
シャッターボタンを半押し （ P .21) すると画面び表示され、撮影でをます。 

再生 モー ドでの節電機能 

約5分間カメラを操作しないと、電源び切れます。 


獻 •節電機能を切ることびできます （ P .1 日4)。 

^ •画面び消えるまでの時間を変えられます （ P .1 日4)。 
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® RJNC . メニユーの昼本操作 


撮影時によく使ラ機能は、 FUNC . メニューで設定でさます。メニュー項目 
や項目は撮影モード （ P .118) によって変わります。 



撮影モードを選ぶ 

モードスイツチを目的の撮影モードにあ 
わせます。 

FUNC メニューを表示ずる 

©を巧します。 


メニュー項目を選ぶ 

▲▼を押してメニュー項目を選びます。 

► 選んだ^ニュー項目の項目び、画面の下部 
に表示されます。 

項目を選ぶ 

◄ ►を押して、項目を選びます。 

邮 0 が表おされる項目では、 D 1 SP . ボタン 
を巧して設定することびでさます。 


設定して終了ずる 

©を巧しまず。 

撮影画面に戻り、設定した項目び画面に表 
おされます。 
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MENU メニユーの畳本操作 


力;><ラの各種機能をメニューで設定でをます。ニュー項目はタブで撮影 
[〇]や再生[囚]などの系統別に分けられています。表示される頂目は、 
モード ( p .120-123) によって変わります。 



雜 




^£7 


メニューを表示ずる 
• MENU ボタンを押しまず。 


タブを選ぶ 

◄ ►を押すかズームレバー ( p .40) を左ち 
に動かして、タブを選びます。 

項目を選ぶ 

▲▼を押して、項目を選びます。 

項目を選んだあと©を押して画面を切り 
換え、設定する項目もあります。 


内容を選ぶ 

イ►を押して内容を選びます。 

設定を終了ずる 
MENU ボタンを押します。 
通常の画面に戻ります。 
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音の設定を巧える 


各ボタンを巧したとさや撮影のとをに鳴る音を、鳴 b ないよ5にしたり、音 
量ををえたりでさます。 


音を鳴5さない 


■滿 田 田 1面 


がの明るで ^ 

封;お 入 

力-ドの細心 D 1. 腳 

畐が号 g しお 







参 




メニューを表示ずる 

MENU ボタンを巧します。 


■ 


[消音]を還ぶ 

を押して [ rr ] タブを選びます。 
▲▼を巧して[消音]を選び、イ►を押し 
て[入]を選びます。 



メニューを表示ずる 
♦ MENU ボタンを巧します。 


[音量]を選ぶ 

イ►を巧して、巧 T ] タブを選びます。 
▲▼を押して倍量を選び、 © を巧し 
ます。 


音量を変える 

▲▼を押して項目を選び、イ►を押して音 
量を変えます。 
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カメラの設定を巧巧巧態に房す 

ノ 

カメラの設定を誤って変えてしまったとさは、初期が態に戻せます。 



メニューを表示ずる 

MENU ボタンを押します。 

[巧期設定]を選ぶ 

イ►を押してけ T ] タブを選びます。 
▲▼を押して[初期設定]を選び、©を 
押します。 


巧]期状態に戻す 

◄ ►を押して [0 K ] を選び、 © 对甲します。 
カメラび初期状態に戻ります。 


@巧]期状態に戻5ない機能は？ 

•[け]タブの[日付/時刻] Cp .17)、 厦罰 （ P .19)、 [ビデオ出力方式] ( p .93) 
•マニュアルホワイトバランスで記憶した白データ （ P .69) 
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カードを巧理フォーマット（初期化）ずる 


カードへの画像記録/再生時の読み出し速度び遅くなったとさなどに行い 
ます。物理フォーマツトするとカード内のすべてのデータは消され、ちとに 
戻ずことはできません。十分に確認してか b 物理フオーマツトしてくださ 
し、。 



メニューを表示ずる 

MENU ボタンを巧します。 


@物理 フォー マットについて 


■ 


[カードの初期化]を還ぶ 

イ►を巧して [ rr ] タブを選びます。 
▲▼を巧して[カードの初期化]を選び、 
©を押します。 

物理フォーマットずる 

▲▼を巧して[物理フォーマット]を選び、 
イ►を巧して [/] を表示しまず。 

▲▼イ►を押して [0 K ] を選び、©を押 
します。 

物理フオーマツトびはじま0ます。 


[カードび異常です]のメッセージび表示されたとさや、カメラび正しく動かな 
いときは、物理フオーマットすると使えるよラになることびあります。その際、 
カード内の画儘をパソコンなどにコピーしてから物理フオーマツトしてくださ 
い。 


^ •物理フオーマツトはカード内の全記憶領域を初期化するため、通常の初 


期化 （ P .20) よりを時間びかかりまず。 

物理フオーマツト中に[中止]を選ぶと、初期化を中止でをます。中止 
してをデータはすべて消去されますび、 力ー ドは問題なく使えます。 


力ードを咨》ヒしますかク 


1.7 GB 閒 
イ攝フォ -7 ツト 
キドノむレ I ' 


力-ド麵化 


S し 番号 


渦巧がな 
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画面の巧るををおえる 

画面の明るさを、2種類の方法で変え5れます。 

メニューでをえる 



MENU ボタンを押して、巧 T ] タブの[液 
晶の明るさ]を選び、©を押します。 

イ►を巧して変えまず。 

もラー度 MENU ボタンを巧すと、設定され 
ふ9 〇 


DISP . ポタンを巧してをえる 

DISP. ボタンを1秒!^处上押します。 

画面び最高の明るさになります （[rr] 夕 
ブの設定は無視されます)。 

もラー度 DISP. ボタンを1秒 LU 上押すと、 
ちとの明るさに戻りまず。 





•次回電源を入れたとさは、 [rr] タブで設定されている巧るさにな0ま 
す。 


•巧 T] タブの設定で最高の明るさになっているとをは、 DISP. ボタンを 
押してを明るさは変わりません。 
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3 

いろいろなシーンや ■ 
よくほう機能で撮ってみよう 

この章では、シーン別での撮影ちまやスト□ボ、セルフタイマーな 
ど、よく使う機能について説明しています。 



モードスイッチを〇にして撮慕シーンにあったモードを選ぶと、撮影に 
必要な設定はカメラび自動的に行います。あとは、シャッターボタンを押 
すだけで撮影シーンに最適な画像び撮れまず。 

r @ スト□ボを発光させない」 （ P .55) 〜「盾顔セルフタイマーを使ラ」 
( P .60) は、勉⑩モードになっていることを前提に説明しています。〇 
モードで使ラとさは、それぞれの機能びどのモードで使えるか確認してく 
ださい （ P .118 〜121)。 
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o いろいろなシーンで撮る 

撮影シーンにあったモードを選ぶと、最適な撮影びでをるよラにカメラび自 
動的に設定を行います。 





モードスイッチを〇にずる （ P .40) 



撮影モードを選ぶ 

©を押したあと、 . 
選びます。 


'を押して [P] を 


国 


撮りたいシーンのモードを選ぶ 

イ►を押して項目を選び、 © を巧しまず。 
特別なシーン ( p .53) で撮影するとさは、 
[:^](ち端）を選んで DISP . ボタンを押 
したあと、〇を押して項目を選び、©を 
巧します。 

撮影ずる 

み人を撮る（ポートレート） 

人をやわらかい感じで撮影でさます。 


巧夜景と人を明るく撮る 
(ナイトスナップ） 

夜景や、夜景の中の人ををれいに撮影でさます。 
力;><ラをしっかりと構えれば、兰脚びなく 
てち手ブレを軽減して撮影でさます。 
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む いろいろなシーンで撮る 



il 巧乂を撮る（巧上げ花火） 

巧上げ花火を色鮮传かに撮影でさます。 


寶砂ミ兵で人を撮る（ビーチ） 

• 太陽の光の反射び強い砂浜で、人を明るく 
撮影でをます。 
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I o いろいろなシーンで撮る 


‘•か水中で撮る（水中） 

♦ 水中では、ウォータープルーフケース WP - 
DC29 (別売）を使って撮影でさます。 


理水槽の中の生き物を撮る（水族館） 

♦ 水族館などの水檀の中にいる生さ物を、自 
然な色あいで撮影でさます。 


%木々や葉を色鮮やかに撮る 
(新緑/紅葉） 

新緑や紅葉、桜など自然の木々や葉を、色 
鮮やかに撮影でをます。 


ぶ'雪景をで人を撮る（スノー） 

雪景色を背景に、人を明る < 自然な色あい 
で撮影でさまず。 


驟高感度で撮る （ ISO 320 0) 

ISO 感度び 3200 に設定されて シャッ タース 
ピードび速 < なるため、暗い場所でち手ブ 
レ皆被写体ブレをおさえて撮影でさます。 
記録画素数は [ M 3] (1600 XI20 日画素） 
に固定されます （ P . 65 )。 
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感スト□ポを発光させない 


成•岡]谣][お]。 か]网] では、撮影シーンによっては ISO 感度 （ P .68) 

¥ び高<なるため、画儘び粗くなることびあります。 

•[醫罰では手ブレを防ぐため、兰脚などでカメラび動かないよラに固定 
してください。また、[手プレ補正]を[切]にして撮影することをお 
すすめします Cp .109)。 

• [^]では画像び粗くなります。 


® ストロボを巧がをせない 


スト□ボを発光させないで撮影することびでさます。 



[感]を選ぶ 

イ►を押して [®] を選び、 © を巧します。 
画面に[感]び表示されます。 

戻すとさは上記の操作で [ iA ] を選びま 
す。 



0ランプびオレンジ色に点滅し、[な]が点滅表示したときは？ 


手プレしやすい暗い場所では、シャッターボタンを半押ししたとさにランプ（背 
面）びオレンジ色に点滅し、画面に [な] び点ミ威表示されます。カメラび動か 
ないよラに、王脚などでカメラを固定してください。 
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被写体:ををつと拡大する（デジタルズーム) 


光学ズーム （ P .22) で被写体び大さく撮れないとさは、デジタルズームを 
使って最大12倍相当まで拡大でさます。ただし、設定した記録画素数 
( p .65) とデジタルズームの倍率によっては画像び粗くなることびありま 
す。 


軸^並 



ズームレバーを[た側へ 巧ず 

ズームでさるところまでレバーを巧した 
ままにします。 

レバーを放すと、画像び粗<ならない最大 


倍率と[>1*]び表示されます。 

ちラー度 [♦] 側へ巧ず 

デジタルズームで被写体びさ5に拡大さ 
れます。 


デジタルズームで画像び粗<なる領域 

記録画素数 光学ズーム デジタルズーム 



M 1 

M 2 

M 3 

S 


3.0x- 


14.2x- 


6.8x- 


12x イ 


□ I : 画像が粗くな日ない領域/ズーム倍率は白で表示 
■ :画像が粗<なる領域/ズーム倍率は青色で表示 
一 :画像が粗くな日ない最大倍率（セーフティーズーム) 


&デジタル ズームを 切る 


デジタルズームを使わないよラにするには、 MENU ボタンを巧して、[〇]タブ 
の[デジタルズーム]を選び、[切]を選びます。 
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被写体をちっと拡大ずる（デジタ J レズーム） 


デジタルズーム時の焦点距離は、35〜 420 mm 相当です （35 mm フイ| 
¥ ルム換算)。 


田デジタルテレコンパーター 


レンズの焦点距離を 1.4 倍/ 2.3 倍相当にでさます。ズーム操作（デジタル 
ズーム含む）で同じ倍率に拡大したとをよりち、シャッタースピードび速く 
なるため手ブレを軽減でさます。 

ただし、設定した記録画素数 ( p .65) とテレコンバーターの組みあわせに 
よっては、画像び粗くなることびあります。 




[デジタルズーム]を選ぶ 
MENU ボタンを押します。 

イ►を押して[〇]タブを選び、▲▼を押 
して[デジタルズーム]を選びます。 

設定ずる 

イ►を巧して、[テレコン 1.4 X ] か[テレ 
コン 2.3 X ] を選びます。 

MENU ボタンを押して撮影画面に戻ります。 
画面び拡大表おされて、[田]と倍率び表 
おされます。 

戻ずとさは[デジタルズーム]で[入]を 
選びます。 


画像び粗くなる記録画素数との組みあわせ 

[テレコン 1.4 X ]、 記録画素数び [ L ] [ M 1] のときは、[田]と倍率び 
青色で表示され、画像び粗くなります。 

[テレコン 2.3 X ]、 記録画素数び [ L ] [ M 1] [ M 2] のときは、[田]と 
倍率び青色で表示され、画像び粗くなります。 


•1.4 倍/ 2. 3倍時の焦点距離はそれぞれ49.0〜147.0 mm / 80.5〜 
¥ 241.5 mm 柜当です （35 mm フィルム換算)。 

• デジタルズームとは一緒に使えません。 


57 

















曰時を入れる 


画像のち下に撮影日時を記録でさます。ただし、記録された撮影日時は画像 
か5消せません。あらかじめ日付/時刻び正しく設定されていることを確認 
してください （ P . 17 )。 




.參 



I 

1隱1吼 


[日付写し&み]を選ぶ 

• MENU ボタンを押しまず。 

• イ►を押して[〇]を選び、▲▼を巧して 
[日付写し化み]を選びます。 

設定ずる 

■ イ►を巧して[曰付のみ]か[曰付+時刻] 
を選びます。 

• MENU ボタンを押して撮影画面に戻ります。 
► 「曰付]び表示されます。 

撮影ずる 

撮影した画像のち下に、曰時び記録されま 
す。 

戻すとさは、手順2の操作で[切]を選び 
ます。 


を日時を入れずに撮った画像に日時を入れて印刷ずるには 

印刷指定 （ DPOF ) 機能を使って印刷ずる （ P .99) 

付属のソフトウェアを使って巧刷ずる 

「ソフトウェアクイックガイド」 ( p .2) を参照してください。 

カメラとプリンターをつないで印刷ずる 

「はじめよう！おうちプ U ント」 （ P .2) を参照してください。 
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Cio セルフタイマーをほ 5 


集含写真など撮影ずる人も一緒に写るとさは、シャッターボタンを押してか 
5約10砂後に撮影されるセルフタイマーを使って撮影します。 







ON/OFF 

9 

« 

^ぶ。 






)^11 

/ 




'を巧ず 


[饰]を選ぶ 

対甲して[が 0] を選び、 © を押します。 
設定されると的る]び表示されまず。 


撮影ずる 

シャッターボタンを半押しして被写体に 
ピントを合わせ、シャッターボタンを全巧 
しします。 

タイマーびはじまるとランプ（前面）び点 
滅して、電テ音び鳴ります。 

撮影の2砂前にランプ（前面）の点滅（ス 
卜□ボ発光時は点打）と電子音び速<なり 
ます。 

戻ずとさは、手順2の操作で[(流]を選 
びます。 




タイマーの時間と撮影する枚数を変えられます ( p .72 )o 
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な顔セルフタイマーをほ 5 


集合写真などで、構図をミ夫めてシャッターボタンを巧したあと、シャッター 
ボタンを押した人げ構図に入って顔げ検出 （ P .76) されると、約2秒、儀に3 
枚連続で撮影されます。 



Y [ Q ] を選ぶ 

• P .59 の手順2の操作で[盾]を選びます。 


P 構図を決めてシャッターボタンを半 
巧しずる 

<ピントの合った顔には緑色、それ切がの顔 
には白の枠び表示されていることを確認 
します 0 

シャッターボタンを全巧しずる 

/撮影準備に入り[顔び増えたら撮影しま 
す]び表示されます。 

► ランプ刷風び点滅し、電子音び鳴ります。 

一緒に写る人び構図に入りカメラに 
顔を向ける 

新しい顔び検出されると、ランプの点滅 
(スト□ボ発光時は点灯）と電子音び速< 
なり、約2砂後に撮影されます。 

引き続き、2枚目、3枚目び撮影されます。 


戻すときは、 P .59 の手順2の操作で[编] 
を選びます。 


@顔が検出できないときは？ 


-緒に写る人び構図に入っても顔をお出できないときは、約30砂後に撮影されます。 


な撮彰枚数を変える 

手順1の画面で MENU ボタンを巧したあと、イ►を押して枚数を変え、©を押ず 
と設定されます。 
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目的の設定にして撮ってみよラ 

この章では、 P モードのいろいろな機能を使って、一歩進んだ 撮影 
をずるちまについて説明しています。 




モードスイッチび〇で、 P モードになっていることを前提に説明してい 
ます。 

ドは、 Program AE (プ□グラムエーイー）の略です。 

この章で説明する機能を P モード政列■で使ラとをは、それぞれの機能がど 
のモードで使えるか確認してください （ P .118 〜121)。 
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P プログラム AE で撮る : 

いろいろな機能を自分好みに設定して撮影でさます。 

AE は 、 Auto Exposure (オートエクスポージャー）の略で自動露出のこと 
です。 




# 


@シャッタースピードと絞り数値びホ字で表示をれたときは？ 

シャッターボタンを半押ししたときに適正露出び得られないと、シャッタース 
ピードと絞り数値び赤字で表示されまず。似下の設定で、適正麗出び得られる 
ことびあります。 

スト□ボを発光させる 
ISO 感度を高くする （ P .68) 


ちスト□ボを巧がをせる ； 

スト□ボを常に発光させて撮影でをまず。スト□ボ撮慕でさる範囲は、ズー 
ムレバーを陋側に押してもっとも広角側にしたときで約 30 cm 〜4.2|71、[拳] 
側に巧してちっとち望遠側にしたとさで約 30 cm 〜 2.4 m です。 


[失]を選ぶ 

►を巧したあと、イ►を押して [も] を選 
び、©を押します。 

設定されると、 [失] び表示されます。 



モードスイッチを〇にずる （ P .40) 

[P] び表示されます。 

[P] 政外になっている場合は、©を押し 
て撮影モードを選び、イ►を巧して [P] 
を選んだあと、©を押します。 

目的に応じて各機能を設定ずる 
( P .62 〜 72) 

撮影ずる 
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i 4 遠くの被写体を撮る（遠景) 


風景や離れている被写体を撮影することびでさます。撮影できる範囲は、力 
メラから約 3m じ^上です。 



[ iki を選ぶ 

イを押したあと、イ►を巧して[认]を選 
び、©を押します。 

設定されると、 [ii] び表示されます。 


A お<の被写体:を撮る（マクロ撮影） 

近くの被写体を撮影した0、被写体に近づいて撮影した0でさます。撮影で 
さる範固は、ズームレバーを励側に押してちっとち広角側にしたとさでレ 
ンズ先端から約3〜500 ru [の側に押してもっとも望遠側にしたときで約 
30〜 50cm です。 



[ぶ] を選ぶ 

イを押したあと、イ►を押して [化] を選 
び、 © を巧します。 

設定されると、 [化] び表示されます。 


备[创を使ぅ 


手プレを防ぐため、兰脚などでカメラを固定し、[の]で撮影することをおすす 
めしまず （ P .71)。 


( T \ スト□ボび発光すると、画儘の周ぷ部び暗くなることびあります。 
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が近くの巧写付:を拡大して撮る（デジタルマクロ）； 


被写体に近づき、拡大して撮影でさます。撮影でさる範囲は、レンズ先端か 
ら約3〜1日 cm ですび、デジタルズームを使ラことでさらに被写体を披大し 
て撮影がでさます。 

ただし、デジタルズームを使ラと、記録画素数 （P.65) によっては画像び 
粗くなることびあります。 


m を選ぶ 

モードスイッチを〇にして、©を押しま 
す。 

▲▼を巧して [P] を選びます。 

イ►を押して[:^](ち端）を選び、 DISP. 
ボタンを押します。 

イ►を押して [が] を選び、©を巧します。 
光学ズーム位置はちっとも広角に固定さ 
れます。 

ズームレバーで 画角を決める 

拡大されて、ズーム倍率び表示されまず。 

デジタルズームで画像が粗くな S ない/なる領域 

ズーム倍率び白で表おされるとさは、画像は粗<なりません。 

ズーム倍率び青色で表示されるとさは、画像び粗くなります。 



§ [巧]を使う 


手プレを防ぐため、兰脚などでカメラを固定し、[の]で撮影することをおすす 
めします Cp.71)。 
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記録画素数（画像の大をを）をおえる 

画像の記録画素数を 6 種類から選べます。 


記録画素数を選ぶ 

© 対甲したあと、▲▼を巧して[化]を 
選びます。 

項目を選ぶ 

イ►を押して項目を選び、©を押します。 
設定した項目び表示されます。 


画質（旺縮率）を変える 

画質を 2 種類から選べます。高画質から順に [4] (ファイン)、 [ J ] (ノー 
マル）となります。 


記録画素数を選ぶ 

極)对甲したあと、▲▼を押して[化]を 
選びます。 

画質を変える 

DISP . ボタンを押します。 

イ►を押して項目を選び、©を押します。 
設定した項目び表示されます。 



^ SSIf ジタルズ-ム （ がの、デジタルテレコンバ-夕- ( p '5 の 
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I 画質（圧縮率）を変える 

記録画素数と画質を選ぶときの目を 


記録画素数 

国質 

1 画像の容量 

撮彰でさる枚数 1 

(ピクセル） 

(約 • KB) 

2GB 

1 が6 1 

L (ラージ） 


2565 

749 

2994 

10M/3648X2736 

M 

1226 

1536 

6140 

ミドル 1) 


1620 

1181 

4723 

6M/2816X2112 

M 

780 

2363 

9446 

M 2 ( ミドル 2) 

M 

1116 

1707 

6822 

4M/2272X1704 

M 

556 

3235 

12927 

M 3 ( ミドル 3) 


己己 8 

3235 

12927 

2M/1600x1200 


278 

6146 

24562 

S (スモール） 


150 

10245 

40937 

0.3M/640X480 

M 

84 

15368 

61406 

四 （ワイド） 

M 

卜 1920 

1007 

4026 

3648x2048 

J 918 

2048 - 

8187 


表内の数値は当社測定条件によるもので、被写体やカードの銘柄、カメラ設定などに 
より変わります。 


用紙の大きさで選ぶときの目を 

[ S ] は、電モ;><ールで画像を送るとさな 
どに適しています。 

[四]はワイドサイズ用紙用です。 


A2 相当 



L 

A3 相当 


M1 


A4 相当 

M2 



2L 判 M3 

はがさ 

L 判相当 
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因巧るををおえる（露出補正) _; 

力;><ラび決めた標準的な露出を、1/3段ずつ、±2段の範囲で補正でをます。 


露出を補正ずる 

▲を押したあと、イ►を巧して露出を補正 
し、©を巧します。 

設定した補正量び表示されまず。 




撮影ずる 


連続して撮る 


一定の間隔（約 1.4 枚/砂）で連続撮影でさます。 


ドライブモードを選ぶ 

© 封甲したあと、▲▼を押して [□] を 
選びます。 

[〇|]を選ぶ 

イ►を巧して[鸟 J] を選び、 © を押します。 
設定されると[鸟 I] び表示されます。 




み 



シャッターボタンを全巧ししている間、連 


続撮影されます。 


傭 •セルフタイマー ( P . 59、60、71、 72) とは一緒に使えません。 

吟、 連続撮影中は、シャッターボタンを半押ししたときのピント位置と露出 
に固定されます。 

•撮影枚数びをくなると、撮影間隔が長くなることびあ D ます。 

•スト□ボび発光するとをは、撮影間隔び長くなります。 
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■ so 感度を変文る 


ISO 感度を選ぶ 

©封甲したあと、▲▼を巧して[臨]を 
選びます。 

項目を選ぶ 

イ►を押して項目を選び、 © を押します。 
設定した項目び表示されます。 


画 

RITTO 

撮影モードと撮彭シーンに応じて自動設定。 

画 ED 画 

80100 200 

低い 

晴天の屋外 

皿励 

400 800 


曇0空、夕方 

画 

1600 

局し1 

夜景、おい室内 


& ISO 感度を変えるときの目を 

に0感度を低くすると、粗さび目立たない画儘になりますび、撮影シーンによつ 
ては手ブレびおをやす<なることびあります。 

ISO 感度を高くすると、シャッタースピードび速くなるため、被写体ブレや手 
ブレび軽減されたり、スト□ボの光び遠<の被写体まで届<よラになります 
び、画像び粗くなります。 


伽 • [ g ] では、シャッターボタンを半押しすると、自動設定された ISO 感 
^ 度び画面に表示されます。 

• より高感度な IS 日3200に設定することもできます （P.54)。 
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色あいを調壁ずる（ホワイトバランス) 


ホワイトバランス （WB) は、自然な色あいにする機能です。 


ホワイトバランスを選ぶ 

© を巧したあと、▲▼を巧して [fB] を 
選びます。 

項目を選ぶ 

イ►を押して項目を選び、©を押します。 
設定した項目び表示されます。 


AWB 才ート 

撮影シーンに応じて自動設定 

ミ振太陽光 

晴天の屋外 

A くもり 

量り空や日陰、薄暮 

水 電球 

電球、電球色タイプ （3 波長型）の堂光灯 

~ を光 n 

昼白色壁光打、白色壁光な、昼白色タイプ （3 波長型）の壁光灯 

^堂光打 H 

昼光色壁光む、昼光色タイプ （3 波長型）の壁光打 

A マニュアル 

手動設定 


A マニュアルホワイトパランス 

撮影場所の光源にあわせてホワイトバランスを変えて、撮影時の光源に適し 
た色あいで撮影でさます。撮影場所の光源のもとで設定してください。 



上記の手順2の操作で [&] を選びます。 
画面いっぱいに白い無地の被写体び入る 
よラにして、 DISP. ボタンを巧します。 

白データび取り込まれて設定されると、画 
面の色あいび変わります。 
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画像のを調をおえる（マイカラー) 


通常の撮影画像とは違った印象の画像にしたり、セピア調や白黒画像に変え 
た0でさます。 


マイカ ラーを 選ぶ 

©封甲したあと、▲▼対甲して[句 FF] を 
選びます。 

項目を選ぶ 

イ►を押して項目を選び、©を押します。 
設定した項目び表示されます。 


マイカラー切 

- 

谷 V くっきりカラー 

コントラストと色の濃さを強調し、< つさりした印象の 
色調にな 0 ます。 

谷 N すっきりカラー 

コントラストと色の濃さを抑え、ずつさりとした印象の 
色調になります。 

每 e セピア ^ 1 

セピア調になります。 


伽白黒イ i 白黒になります。 

3〇 カスタムカラー^ ^画像の色調を自分好みに設定でさます。 


祭 [耸 e ] [4 w ] では、ホワイトバランス （ P . 69 ) は設定できません。 

谷 C カスタムカラー 

画像のコントラスト〔明暗差)、シャープネス（先鋭度)、色の濃さを、それ 
ぞれ5段階から選んで設定でさます。 




上記の手順2の操作で[み;]を選び、 DISP. 
ボタンを巧します。 

▲▼を押して項目を選び、イ►を押して値 
を設定します。 

設定値びち側に行くほど強< /濃くなり、 
左に行くほど弱く/薄くなります。 

DISP. ボタンを巧すと、設定されます。 
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テレビを使って撮る 

カメラの画面表示をテレビに表示して撮影でさます。 


r テレビで見る」 （P.93) の手順でカメラとテレビをつなざます。 
撮影操作は、カメラの画面を使ったときと同じです。 


巧2秒のセルフタイマーで撮る 

セルフタイマーの時間を、約2秒にすることびでさます。 




[巧]を選ぶ 

▼を巧したあと、▲▼を巧して[设]を 
選び、©を押します。 

設定されると[の]び表示されます。 

P.59 の手順3の操作で撮影します。 
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e セルフタイマーの時囲と撮影巧数をおえる 


撮影されるまでのタイマー時間の〜30秒）と、撮影枚数 （1 〜10枚）を 
設定でさます。 


m を 選ぶ 

▼を巧したあと、▲▼を押して[ピリを 
選び、ずぐに MENU ボタンを巧します。 

設定ずる 

▲▼封甲して[時間]または败数]を選 
びます。 

かを巧して数値を選び、 © 対甲しまず。 
P.59 の手順 3 の操作で撮影します。 

0撮彰枚数を2枚な上にしたとをは？ 

露出やホワイトバランスは、1枚目の撮影で固定されます。 

タイマー時間を2砂 ULb にしたとさは、撮影の2砂前にランプの点滅（スト □ 
ボ発光時は点灯）と電子音び速くなります。 

獻 •スト□ボび発光するとさは、撮影間隔び長くなります。 

^ •撮影枚数ををくすると、撮影間隔び長<なることびあります。 

• カードの容量びいっぱいになると、自動的に撮影を終了します。 
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構図をおえて撮る（フォーカスロック撮影） ; 

シャッターボタンを半押ししている間はピントと露出び固定され、そのまま 
構図を変えて撮影でさます。これをフオーカス□ック撮影といいます。 


ピントを合わせる 

撮りたいちのを画面の中央にして、シャツ 
ターボタンを半巧しします。 

AF フレームび、被写体に緑色で表おされて 
いることを確認します。 

構図を変える 

シャツタ-ボタンを半巧ししたまま、顯 m 
を変スます。 

撮影ずる 

シャッターボタンを全押しします。 


フアインダーで撮る 

バッテ U —の消費を抑えて撮影したいときなどは、ファインダーを使って撮 
影します。撮影操作は、液晶モニターを使ったとさと同じです。ピントは力 
メラび自動で被写体に合わせます（顔を検出してのピントをわせは行われま 
せん）。 



画面の表示を消ず （ P .42) 

DISP. ボタンを押して画面を非表示にしま 
す。 

構図をミ央めて撮影ずる 

ファインダーをのぞさ、構図を決めて撮影 
しよ9 0 


ファインダーで見える範囲と撮影した画像は、をみズレることびありま 
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をつとカメラをほいこなそう 


この章では 4 章の応用編として、さ 5 に多くの機能を使った 撮影 方法 
について説明していまず。 



モードスイッチび〇で、 P モードになっていることを前提に説明してい 
ます。 

r 勺長秒時露光で撮る」 （ P .82) は、モードスイッチを〇にして、勺モー 
ドを選んだとさの説明を しています。 

この章で説明する機能を P モード政列■で使ラとをは、それぞれの機能がど 
のモードで使えるか確認してください （ P .118 〜121)。 
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AF フレームモードをおえる_； 

撮影シーンにあわせて、 AF (自動ピント合わせ)フレームモードを変えられます。 



[ AF フレーム]を選ぶ 
MENU ボタンを押して、[〇]タブの [AF 
フレーム]を選び、イ►を巧して内容を選 
びまず。 


顔優巧 AiAF 

人の顔を検出して、ピント、露出（評価測光時のみ）、ホワイトバランス ([!!] 
時のみ）を合わせます。 

カメラを 被写体に向けると、主被写体と判断した顔に白のフレーム、他の顔に 
は最大2つの灰色のフレームび表示されます。そのままシャッターボタンを半 
押しすると、ピントび合った顔には緑色のフレーム（最大9個）び表示されます。 


^ •顔び検出されないとさや、白のフレームび表示されず灰色のフレームの 
^ みび表示されたとさは、シャッターボタンを半巧しすると、ピントの 
合った位置に緑色のフレーム〔最大9個）び表示されます。 

•顔として検出でをない例 

-被写体までの距離び遠い、または極端に近い。 

•被写体び暗い、または明るい。 

. 顔が横や斜めを向いている、または一部が隠れている。 

•人の顔外を、誤って検出することびあります。 

•シャッターボタンを半押ししてピントび合わないときは、 AF フレーム 
は表示されません。 


中央 

AF フレームび中央1点になります。確実なピント合わせに有効]です。 

を AF フレームを小さくずる 

• MENU ボタンを押して、[〇]タブの [ AF フレームサイズ]で[か]を選びまず。 
•デジタルズーム Cp .56) やデジタルテレコン ( p .57) 使用時は、[標準]に設 
定されます。 


^シャッターボタンを半押ししてピントびをわないとさは、 AF フレームは 
心 黄色で表示されます。 
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AFL AF ロックで撮る 


ピントを固定でさます。固定後はシャッターボタンから指を放してち、ピン 
卜位置は固定されたままになります。 



ピントを合わせて固定ずる 

シゎッターボタンを半巧ししたまま、イを 
巧します。 

ピントび固定され、 [AFL] び表示されます。 
シゎッターボタンか5指を放して、をラー 
度◄を押すと、 [AFL] び消え解除されます。 


構図をミ央めて撮影ずる 




ピント位置を拡大表示する 



シャッターボタンを半押ししたとさに、 AF フレームの位置を拡大表示して 
ピントを確認することびでさます。 



■ビント拉 I が 向 g J 


巧かに-ム A 


[ピント位置拡大]を選ぶ 
MENU ボタンを巧して、[〇]タブの[ピ 
ント位置拡大]を選び、イ►対甲して[入] 
を選びます。 



ピントを確認ずる 

シゎッターボタンを半巧しします。 

[顔優先 AiAF ] ( P .76) では、主被写体と 
して検出された顔び拡大表示されます。 

[中列 ( p .76) では、中央の AF フレーム 
び拡大表示されます。 


烏 > [顔優先 AiA 円で、顔び検出できない ( p .76) ときや、顔び画面に巧し 
¥ て大きいとを、[中央]でピントび合わないときは拡大表示されません。 

•デジタルズーム （ P .56)、 デジタルテレコンバーター （ P .57)、 テレビ 
に表示しているとを （ P .71) は拡大表示されません。 


77 














測光モードを変える _; 

撮影シーンにあわせて、測光モード（明るさを測る特性）を変え5れます。 


測光モードを選ぶ 

©封甲したあと、▲▼を巧して[因]を 
選びます。 

項目を選ぶ 

イ►を押して項目を選び、©を巧します。 
設定した項目び表示されます。 


を〕評価測光 

逆光撮影を含む一般的な撮影に適しています。撮影シーンに応 
じて、被写体び笛に適正露出になるように自動補正します。 

r - i 中央部重点 
平均測光 

画面中央部に重点をおいて、画面全体を平均的に測光します。 

〔•〕スポット測光 

画面中央に表示される [[]] (スポット測光枠）の乾囲のみを 
測光します。 


AEL AE □ックで撮る 

露出を固定して撮影できます。ピントと露出を個別に設定でさます。 
AE は 、 Auto Exposure (才ートェクスポージわ一)の略です。 


露出を固定ずる 

■ 露出を固定したい被写体にカメラを向け、 
シャッターボタンを半巧ししたまま、▲を 
押します。 

[AEL] び表示され、露出び固定されます。 

—シトッターボタンから指を放してちラー 
度▲を押すと、 [AEL] び消え解除されます。 

構図をミ夫めて撮影ずる 
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FEL FE ロックで撮る 


スト□ボ撮影時の露出を、 AE □ック撮影 （ P .78) と同様に固定でさます。 
FE は、 Flash Exposure (フラッシュェクスポージ巾一）の略です。 


[失]を選ぶ （ P .62) 


スト□ボ露出を固定ずる 

露出を固定したい被写体にカメラを向け、 
シトッターボタンを半巧ししたまま、▲を 
巧します。 

スト□ボび発光し、 [FEL] び表示され、ス 
卜□ボ発光量び記憶されます。 

シャッターボタンから指を放してちラー 
度▲を押すと、 [FEL] び消え辭除されます。 

構図をミ夫めて撮影ずる 


夕ぶス□—シンク□で撮る 

人などの主被写体は、スト□ボび発光することで明るく撮影され、スト□ボ 
の光び届かない背景は、シャッタースピードを遅くすることで暗くなるのを 
軽減することびでさます。 





[な]を選ぶ 

►を巧したあと、イ►を押して [«] を選 
び、©を押します。 

設定されると、巧ぶ]び表示されます。 

スト□ボび光ってち、シおッター音び鳴0 
終わるまではを被写体び動かないよラに 
して < ださい。 


® 手プレを防ぐため、兰脚などでカメラび動かないよラに固定してくださ 
し、兰脚などでカメラを固定するとをは、[手プレ補正]を[切]にして 
撮影することをおすすめします （ P .1 日9)。 
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Ci おい被写体:を明るくして撮る（暗部補正) 


撮影シーンにより人の顔や被写体び暗くなるときは、人の顔や暗い部分を検 
出し、明るくなるよう自動補正して撮影することびでさます。 



[暗部補正]を選ぶ 
MENU ボタンを押して、 [〇 ]タブの陥 
部補正]を選び、イ►を巧して[自動]を 
選びます。 

画面に [ Ci ] び表おされます （ p . 4 2)。 


® 撮影シーンによっては画像び粗くなったり、正しく補正されないことび 
お0ます。 


撮影した画像を浦正することもできます （ P .97)。 
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(§) ホ目自動補正 

スト□ボ撮影時に目びホく写る現象を、自動補正して撮影でさます。 


[スト□ボ設定]を選ぶ 
MENU ボタンを巧して[〇]タブの[ス 
卜□ボ設定]を選び、 © を巧します。 


設定ずる 

▲▼を巧して[赤目自動補正]を選び、 
イ►を押して[入]を選びます。 

画面に [<§)] び表示されます ( p .42 )o 


( T \ 化粧などで目の周りびホいときは、目むがを補正することびあります。 


傭 •撮影した画像を補正することちできます （ P .98)。 

が•手順2の画面は►を押してから MENU ボタンを巧して表示させることも 
でさます。 


■ス 神ボ 臨 . . _ 一！ ■ 

■ 捕 g お拉 因巧 I 
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ろ長砂時露光で撮る 


シャツタースピードを 1 〜15秒の範囲に設定して、長秒時露光撮影びでき 
ます。なお、手ブレを防ぐため、兰脚などでカメラを固定して撮影します。 


[ろ]を選ぶ 

モードスイッチを〇にして、©を押しま 
す。 

▲▼を押して [P] を選びます。 

かを押して[公](ち端）を選び、 DISP . 
ボタンを押しまず。 

かを押して[ろ]を選び、©を押します。 

シャッタースピードを選ぶ 

▲を押したあと、イ►を押してシトッター 
スピードを選び、©を巧します。 

露出を確認ずる 

シャツターボタンを半巧しすると、選んだ 
シャッタースピードの露出で画面び表示 
されます。 


® •手順3でシャッターボタンを半押ししたときの画面の明るさは、撮影さ 
れる画像と異なることびあります。 

• シャッタースピードび1 .3 砂 m 上のとをは、撮影後にノイズ軽減処理を 
行ラため、次の撮該までにしばらく時間びかかります。 

•兰脚などでカメラを固定するときは、[手ブレ補正]を[切]にして撮 
影することをおすすめします （ P .1 日9)。 




スト□ボび発光すると、白トビした画像になることびあります。そのと 
^ をは、スト□ボを傑)]にして撮影します。 
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6 

動画のいろいろな機能を使ってみよラ 

この章では、1章の。■動画を撮る」「動画を見る」の応用編とし 
て、さ！5にいろいろな機能を使って動画を撮る、見るちまについて 
説明しています。 



モードスイッチが■になっていることを前提に説明しています。 
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画質を巧える 

A 

ノ 

3種類の画質から選べます。 




画質を選ぶ 

©封甲したあと、▲▼を巧して[耐]を 
選びます。 

項目を選ぶ 

イ►を押して項目を選び、©を巧します。 
設定した項目び表示されます。 


画質の一覧 




画質 

(記録画素数/フレーム数） 


内容 

面 j 640 X 4 8 〇画素/ 3 〇フレーム/秒 

標準的な動画です。 

640 X 480画素/30フレーム/秒 LP 

丽 より画質は粗くなりますび、撮影時間 
を約2倍にでさます。 

励 320 X 240画素イ30フレーム/秒 

丽 より記録画素数びかさくなるため、画 
賀は粗くなりますび、撮影時間を約3倍に 
でさます。 


撮影時間の目ま 


画質 

撮影時間 

2 GB 

8 GB 1 

厕 

16分日0秒 

1時間03分日7秒 

巧 

30分07秒 

2時間00分23秒 

励 

40分58秒 

2時間43分44秒 


当社測定条件によるをのです。 

一度の撮影で動画の容量び 4 GB になるか、撮影時間び1時間になると自動的に撮影び 
終わります。 

カードによっては、最長撮影時間に満たなくても、撮影び終わることびあります。 

SD スピードクラス4じ(上のカードを使用することをおすすめします。 
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AE ロック/露出シフト 

露出を固定したり、露出を1/3段ずつ、±2段の範囲で変え5れます。 


ピントを合わせる 

シトッターボタンを半巧しして、ピントを 
合わせます。 


露出を固定ずる 

▲を押すと露出び固定され、露出シフトバー 
び表示されます。 

もラー度▲を押すと解除されまず。 

露出を変える 

画面を見なびら、◄►を押して露出を変えます。 

撮影ずる 


その他の撮影機能の操作方法 

政下の機能を静止画と同じ操作方まで使えます。 

被写体をもっと拡大ずる（デジタルズーム） （ P .56) 

撮影中にデジタルズームを使えますび、光学ズームは動作しません。そのため、 
最大倍率で撮 D たいとさは、撮影前に光学ズームを最大倍率にしておさます。 
撮影中のズーム操作音は記録されます。 

饰セルフタイマーを使う （ P .59) 

必おくの被写体を撮る（マク□撮彰） （ P .63) 
ii 遠くの被写体を撮る（遠景） ( p .63) 

色あいを調璧ずる（ホワイトバランス） （ P .69) 

画像の色調を変える（マイカラー） （ P .70) 

恆2超)のセルフタイマーで撮る （ P .71) 

テレビを使って撮る （ P .71) 

AFLAF □ックで撮る （ P .77) 

AF 補助光（ランプ）を切る （ P .107) 

ガイドを表示ずる （ P .109) 

[3:2 ガイド]は使えません。 

手プレ補正の設定を変える ( p .109) 

[入]、[切]の切り換えびでをます。 
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再生機能の操作方法 


切下の機能は、静止画と同じ操作方法で使えます。 

消ず （ P .26) 

因9枚表示で画橡を探ず（インデックス表示） （ P.88) 
6ジャンプ表示で画像を探ず （ P .89) 

礎スライド シヨーで 見る （ P .90) 
a 画像を切り換えたときの効果を変える （ P .92) 
テレビで見る （ P .93) 

O-n 保護ずる （ P .94) 

鄉まとめて消ず （ P .95) 

園回乾ずる ( p .95) 


r 動画を見る」 （ P .31) で表示される操作パネルー覧 


ち 

終了 

► 

再生 

!► 

ス□一再生 （イ ►で再生速度を変更。音声は再生されません） 


先頭フレームを表示 

イ II 

フレーム戻し（©を押し続けると早戻し） 

!!► 

フレーム送り （© を巧し続けると早送り） 

►H 

最終フレームを表示 

な 

PictBridae 対応プリンターとつないだとき （ p .27) に表示。 
r はじめよラ！おラちプリント」 （ P .2) を参照してください。 
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いろいろな再生とその他の機能を 

使ってみよう 

章の前半では、いろいろな画像の再生ち法や編集ち法について説明 
していまず。章の後半では、印刷する画像の指定方法を説明してい 
まず。 


囚ボタンを押して、再生モードにしてか6操作してください。 

® •パソコンで編集したり、ファイル名を変えたりした画像や、このカメラ 
政がで撮影した画儘は、' 再生や編集びできないことびあります。 
•編集機能 （ P .96 〜 98) は、力ードに空を容量びないと使えません。 
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g 9 巧表示で画像を探す（インデックス表巧) 

画像を9枚単位で表示して、目的の画像を素早く探せます。 





ズームレバーを M 側へ巧ず 

インデックス表示になります。選ばれてい 
る画像は、緑色の枠びついて拡大表示され 
よ9 0 

画像を選ぶ 

▲▼イ►を巧して、画像を選びます。 
ズームレ/ (一を Q 側へ押すと、選ばれてい 
る画像び1枚表示にな0ます。 


9巧単位で探ず 



ジャンプパー 


ズームレバーを K 側へ 巧ず 

インデックス表示になります。 

ちラー度ズームレ/ 一を M 側へ巧ず 

ジャンプパーび表示されます。 

表示画像を切り換える 

イ►を巧すと、9枚単位で画像び切り換わ 
りまず。 

ズームレ/ '^一をな側へ押すと、インデック 
ス表の[し民0ます。 


旅 ジャンプバーび表示されている状態で©を押しなびらイ►を巧すと、最 
^ 巧または最後の画像に切り換わ0ます。 
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をジャンプ表巧で画像を探ず 

カード内にをくの画像びあるとをは、指定した単位で画像をとばせます。 


ジャンプ方法を選ぶ 

1枚表示の状態で▲を押します。 

画面下部にジャンプ方法と、現在再生して 
いる画像の位置が表おされまず。 

を巧して目的のジゎンプ方法を選び 
よ9 0 

画像を送る 

イ►を押します。 

選んだ方法でジャンプ表示されます。 

1枚表示に戻すときは、 MENU ボタンを巧 

現在再生中の画像の位置 I ホサ 


fio 

10枚ジャンプ 

画像を10枚ずつとばして表示 

(ioo 

100かジャンプ 

画像を100枚ずつとばして表示 

巧 

日付ジャンプ 

撮語曰の先頭画像を表を 

が 

動画ジャンプ 

動画のみ表示 

ち 

フオルダジャンブ 

咨フオルダの先頭画像を表示 



肋 • [ rjj ] [而 J ] U {がは、ジャンプ方法と一致する画像枚数び画面ち側に 
¥ 表示されます。 

• 目的のジャンフ方法と一致する画儘びないとをは、イ►を押してち機能 
しません。 
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海スライド シヨーで 見る ; 

カードに記録されている画像を自動的に再生します。1画像の表示時間は約 
3秒です。 


[スライド シヨー ] を選ぶ 
MENU ボタンを押して、 [囚] タブの[ス 
ライドショー]を選び、 © を押します。 


再生効果を選びスライドショーをは 
じめる 

イ►を押して再生効果を選び、©を押しま 
す。 

[画像読み込み中]び数砂間表示されたあ 
と、スライドショーびはじまります。 

もラー度©を巧すと、一時停止/再開び 
でさます。 

MENU ボタンを巧すと、終了します。 


□ 

効果なしで画像び表示されます。 

b 叫 

次の画像が徐々に表示されます。 

m 

表示している画像び左に送られて、次の画像び表示されます。 


•再生中にイ►を押すと、画像を切り換えられ、イ►を押したままにする 
^ と早送りでをます。 

•スライドシヨー中に節電機能は働きません （ P .44)。 
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ピント位置を確認する（フオーカスチエッカー） 



撮影時にピント合わせをした AF フレームの位置や、顔を検出して撮影され 
た顔の部分を、拡大表示することびできます。 


DISP. ボタンを巧して、ピントに置 
確誌表示にずる （ P .43) 

撮影時にピントをわせを行った AF フレー 
ムや、顔の位置に白のフレームび表示され 
ます。 

再生時に検出された顔の位置には、灰色の 
フレームび 表示され ます。 

オレンジ色の枠の個所び拡大表示されます。 

拡大表示ずる個所を変える 

©を押すと、別の巧に移動します。 

J 広大率や表示位置を変える 

ズームレノ く一を CU 則へ1度押します。 
ズームレノ（一を操作して表示倍率を変え 
たり、▲▼イ►で表示位置を変えなびら確 
認します。 

MENU ボタンを巧すと、手順 1 に戻ります。 
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Q 拡大して見る 


ズームレバーを QJIj へ 巧ず 

拡大表示にな0 [西!を]び表おされて、 
巧し続けると最大約1日倍まで拡大でさま 
す。 

▲▼イ ► を巧すと、表示位置び移動します。 
ズームレバーを 因 側へ巧すと縮 ル 表示に 
なり、押し続けると1枚表示に戻ります。 
[西! を] び表示されている状態で©を押 
すと、[曲! ホ] 表示に切り換わり、イ►で 
拡大したまま画像を切0換えられます。ち 
ラー度©を巧すとちとに戻0ます。 


a 画像を切り換えたとをの効果を変える 

1枚表示で画像を切り換えたとさの見えかた（効果）を、3種類か5選べまず。 


[再生効果]を選ぶ 
MENU ボタンを押して、 [囚] タブの[再 
生効果]を選び、イ►を押して項目を選び 
ぶ 9 〇 

MENU ボタンを押すと設定されます。 


Li 

効果なしで画錄び表示されます。 

fFixxl 
岐 icj 

一瞬画像び消えたあと、次の画像が表ちされます。 

m 

イ►を巧したち向に画像が切0換わって表示されます。 






表示位置の目ま 
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テレビで見る ; 

付属の AV ケーブルでカメラとテレビをつなぎ、撮影した画儘を見ることび 
でさます。 

用意ずるをの 

カメラとテレビ 
付属の AV ケーブル （ P .2) 



カメラとテレビの電源を切る 



カメラとテレビをつなぐ 

ふたを開を、ケーブルのプラグをカメラの 
端子にしっかりと差し込みまず。 
ケーブルのプラグを、図のよラにテレビの 
入力端子へしっかりと差し込みます。 


テレビの電源を入れ、テレビの入力 
切り換えをケーブルでつないだ入力 
にずる 


カメラの電源を入れる 

囚を巧して電源を入れます。 

画像びテレビに表示されます（力;><ラの画 
面には何ち表示されません)。 

見終ねったらカメラとテレビの電源を 
切ってから、 AV ケーブルを掠さます。 


■ 


@画像がテレビに正しく表示されないときは？ 


出力方式 ( NTSC / PAL ) びあわないと、画像び正しく表示されません。 MENU 
ボタンを押して、 [?T] タブの[ビデオ出力方式]で出力方式を変えてください 
(日本国内の出力方式は、 「 NTSC 」 です)。 
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On 保護する 


大切な画像をカメラの消去機能 （ P .26、95) で誤って消さないよラ、保護 
することびでさます。 


[保護]を選ぶ 

MENU ボタンを押して、[囚]タブの[保 
護]を選び、©を巧します。 


保護ずる 

イ►を巧して画像を選び、 © を巧しまず。 
保護されると[因]び表示されます。 
もう一度©を押すと解除され、[因]び 
消えます。 

保護したい画像び複数あるとさは、上記の 
操作を繰り返します。 

MENU ボタンを押すと^ニュー画面に戻 
ります。 

( J \ カードを初期化 （ P .20、49) すると、保護された画儘を消えまず。 



爲 保護された画像は、カメラの消去機能では消えません。画像を消すとを 
¥ は、イ呆護を解除してください。 
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嫁 まとめて消す 


すべての画像をまとめて消せます。消した画像は復元でさないので、十分に確 
語してから消してください。ただし、保護された画像 （ P .94) は消えません。 


[全消去]を選ぶ 

MENU ボタンを巧して、[囚]タブの[全 
消去]を選び、©を押します。 


ずべての画像を消ず 

かを押して [0 K ] を選び、©対甲します。 
すべての画像び消えまず。 

MENU ボタンを押すとメニュー画面に戻 
ります。 


圆回乾する 

画像の向さを変えて保存することびできます。 



全ての M 呑おしますか？ 


キ V 'ノむレ I 0 K J 




[回転]を選ぶ 

MENU ボタンを押して、[囚]タブの晒 
転]を選び、©を押します。 



回乾させる 

イ►を押して画像を選びます。 

©を巧すたびに90度単位で回転します。 
MENU ボタンを押すと、メニュー画面に戻 
ります。 
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团画像をかをくずる（リサイズ） 

撮影した画像をルさな記録画素数にして、別画像として保存でをます。 


[リサイズ]を選ぶ 
MENU ボタンを押して、 [囚] タブの [U 
サイズ]を選び、©を押します。 

画像を還ぶ 

イ►を押して画像を選び、©を巧します。 

大きさを選ぶ 

イ►を巧して大ささを選び、©を押します。 
博斤規保存しますか？]び表示されます。 


新規保をずる 

かを押して[〇のを選び、©对甲します。 
別画像として保存されます。 


画像を確詔ずる 

MENU ボタンを押すと、[保存した画像を 
表示します]び表示されます。イ►を押し 
て[はい]を選び©を巧すと、保存した 
画像び表示されます。 


偷 •撮影した画撒の記歸画素数よりち大をくはでをません。 
炒 •[四] [ XS ] の画像は I 」サイズでをません。 
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Cj 暗い被写体を明るくするけ音部補正） ; 

人の顔や被写体び暗く撮霞された画像の、人の顔や日旨い部分を検出して明る 
く補正し、別画像として保存できます。補正ちをは、[自動]願][中][勘 
の4種類から選べます。 


[暗部補正]を還ぶ 
MENU ボタンを巧して、[囚]タブの[暗 
部巧正]を還び、©を巧します。 

画像を還ぶ 

◄ ►を巧して画像を選び、©を}甲します。 

項目を選ぶ 

イ►を巧して項目を選び、©を巧します。 

新規保巧して画像を確認ずる 

P .% の手順4~5の操作を行います。 


■ 


@ [自動]では思いどおりに補正されない？ 

[弱][中][強]のいずれかを選んでお正します。 


0 •画像によっては、画像び粗<なった D 、 正しく補正されないことびあり 
まず。 

•同じ画像に巧して補正を繰り返すと、画像び粗くなることびありまず。 
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f > ホ目を補正する 


目びホく撮影されてしまった画像の赤目部分を自動的に浦正して、別画像と 
して保存でさます。 



[赤目補正]を選ぶ 
MENU ボタンを押して、 [囚] タブの廊 
目補正]を選び、©を押します。 

[赤目補正]画面び表示されます。 

画像を選ぶ 



イ►を押して画像を選びます。 

補正ずる 

©を巧すと、横出された赤目部分び補正 
され、補正した部分に枠び表示されます。 
に拡大して見る」 （ P .92) の操作で画像を 
拡大/縮かでをます。 

新規保存して画像を確認ずる 

▲▼イ►を巧して[新規保存]を選び、 © 
を押します。 

別画像として保存されます。 

P .9 目の手順5の操作を行います。 


① 


>画像によっては、正しく補正されないことびあります。 

•手順4で[上書さ保存]を選んだときは、補正内容で上書さされるため、 
補正前の画像は残 D ません。 

>保護されている画撒は上書を保存でをません。 
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巧刷指定 （ DPOF ) 


カード内の画像の中から印刷したい画像や印刷枚数などを指定して、一括印 
刷や写真店への印刷注文びでさます〔最大998画像）。この指定方法は、 
DPOF (Digital Print Order Format ) 規格に準拠しています。 

印刷内容の設定 

印刷タイプや日付、画像番号といった印刷内容を設定でさます。この設定 
は、印刷指定したすべての画像に共通して適用されます。 


[印刷の設赶を選ぶ 
MENU ボタンを巧して、[岛]タブの[印 
刷の設定]を選び、©を押します。 

設定ずる 

▲▼を押して項目を選び、イ►を押して設 
定します。 

MENU ボタンを押ずと設定され、メニュー 
画面に戻ります。 


印刷タイプ 

スタンダーみ1用紙1おに1画操を印刷 

インデックス 

巧祇1枚に縮ル画線を複数印刷 

両ち 

スタンダードとインデックスの両方を印刷 

曰巧 

入 

撮影曰を入れて印刷 

切 

— 

画像番号 

入 

画像番号を入れて印刷 

切 

— 


入 

印刷後、画像の印刷指定をすべて觸除 


切 

— 



® •プリンターまたは写真店によっては、印刷指定した内容び反映されない 
ことびあります。 

•他の力><ラで指定したカードをこの力><ラに乂れると、[〇]び表示 
されることびあ D ます。このカメラで指定を変更すると、設定済みの指 
定びずベて書さ換えられることびあります。 

•[日付]を[入]に設定すると、お使いのフリンターによっては、曰付び重 
複して印刷されることびあります。 
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I 印刷指定 ( DPOF ) 


•[インデックス]に設定したとさは、[曰付]と[画像番号]の両方を 
^ [入]にはでさません。 

• 曰付の並びは、 [rr] タブの[曰付/時刻]の設定で印刷されます （ P .17)。 


1枚ずつが数を指定ずる 


■ 脚する曲^ I 


すべての胡補を. 
すべての銳田照… 



[印而! I ずる画像を指赶を選ぶ 

• MENU ボタンを押して、[を]]タブのに口 
刷ずる画像を指定]を選び、©を巧しま 
す。 

画像を選ぶ 

をイ►を押して画像を選び、©を巧します。 
作 枚数指定びでさるよラになります。 

9 [インデックス]では、指定されると [/] 
び表示されます。 

もラー度©を巧すと解除され、 [/] び 
消えます。 

S 枚数を設定ずる 

♦ ▲▼を巧して枚数を指定します（最大99 
枚)。 

♦手順2〜3の操作を繰り返して、画像と枚 
数を指定します。 

■〔インデックス]では、枚数の指定びでき 
ません。手順2の操作で画像のみを選んで 
<ださし、。 


► MENU ボタンを巧すと設定され、メニュー 
画面に戻0まず。 
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ずべての画像を指定ずる 


印刷指定 （DPOF) 


すべてのがを能 

すべての田倾がつ拡 
キりむレ I 加 J 


f [すべての画像を指定]を選ぶ 

♦ P .99 の手順1の画面で[ずべての画像を指 
定]を選び、 © を巧します。 

2 印刷指定ずる 

イ►を巧して[〇のを選び©を}甲します。 
すべての画像び1枚ずつに指定されまず。 


すべての指定を解除する 

[すべての指定を解除]を選ぶ 

P .99 の手順1の画面で[ずべての指定を解 
除]を選び、©を巧します。 

指定を解除ずる 

◄ ►を巧して[〇口を選び、©を}甲します。 
すべての指定びお除されます。 

指定した画塚の EP 刷 - 

キヤノン製 SELPHY シ U — ズのプ U ンターを例にして説明しまず。「はじめ 
よう！おうちプリント」 （ P .2) もあわせて参照してください。 


EP 刷される枚数 カメラとプリンターをつなぐ 




(P.27) 

印刷する 

▲▼を巧して[ずぐに印刷]を還び、© 
を巧します。 

印刷びはじま0ます。 

印刷を中断して再開したとさは、続きの画 
像から印刷されます。 
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8 

カメラの機能を自分巧みに変えよう 

カメラの各種機能を撮影スタイルにあわせて変え5れまず。 

章の前半では、ふだん使ラ上で便利な機能について説明しています。 
章の後半では、撮影機能や再生機能を目的にあわせて変える方法に 
ついて説明しています。 




カメラの機能をおえる 

;><ニューの巧 T ] タブで、ふだん使ラ上での便利な機能を自分好みに設定で 
きます （ P .46)。 

起動画面を表巧しない 

電源を入れたときに、起動画面を表示しないようにできます。 



[起動画面]を選び、イ►を押して[切]を 
選びます。 


節電機能を切る .m 

節電機能 （ P .44) を[切]にでさます。バッテ U —の消耗を防ぐため、通 
常は[入]をおすすめします。 

[節電]を選び、©を巧します。 

▲▼を巧して[オートパワーオフ]を選び、 
イ►を押して[切]を選びます。 

[切]にすると節電機能は働きません。電 
源の切り忘れにミ主意して < ださい。 



デイスフレイオフけ 


画面び消えるまでの時間ををえる 

節電機能 ( p .44) び働いて、画面び自動的に消えるまでの時間を設定でき 
まず。なお、[オートパワーオフ]び[切]のとさち働をます。 

• [節電]を選び、©を巧します。 

• ▲▼を押して[ディスプレイオフ]を選び、 
イ ► を押して時間を選びます。 

•バッテ U —の消耗を防ぐため、通常は [1 
分]政下をおすすめします。 
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カメラの機能ををえる 

画像を号のつけかたををえる 

撮影した画像には、撮影した順に0001〜9999の番号びつけ5れ、1つの 
フオルダに2000枚ずつ保存されます。この画像番号のつけかたを変えられ 
ます。 



I [画像ま号]を選び、イ►を押して内容を選 
びます。 


通し番号 

画像ま号9999の画像び撮影 
/保存されるまでは、カード 
を交換して撮影しても連番に 
なります。 

オートリセット 

カードを交換すると、画像ま 
号び0001に戻ります。 


^ •[通し番号]、[オートリセット]とわ、交換する力ードに画像び入って 
^ いるとをは、その画像番号の続を番号になることびあります。画像番号 

0日01の画像から順に保存したいときは、初期化 （ P .20) した力ードを 
お使いください。 

•フオルダ構造や保存される画像については、「ソフトウェアクイックガ 
イド」 （ P .2) を参照してください。 


フォルダを作る . ’ 

撮影した画儘を保存するフオルダを、新しく作れます。 



[フオルダ作成]を選び、©を押します。 
梯?規作成]を選び、を押して [ V ^] 
を表 7 K しまず。 

撮影画面 （ P . 42 ) に[じ—]マークび表示 
され、新しいフオルダに撮影した画像び保 
存されます。 


105 



















カメラの機能を変える 


フォルダを指定した曰時に作る H 

指定した日時に、新しいフオルダび作れます。 



ロオルダ作成]を選び、©を巧しまず。 
♦ 〔自動作成]を選び、イ►を巧して作る間隔 
を選びます。 

• [作成時副を選び、イ►を巧して作る時間 
を選びます。 

•設定した日時に新しいフオルダび作られ、 


しツ後、撮影した画像は新しいフォルダに保 
をされます。 

自動回乾を切る ■ 

縦位置で撮影した画像を力;><ラで見るときは、自動回転して縦位置で表おさ 
れます。この機能を使わないよラにでさます。 

[縦横自動回転]を選び、イ►対甲して脚] 
を選びます。 


am 


色觸 

义 

力-ドの細化.. 

己け如 

田»号 

S し:き 1 

フォ譜皮''. I 

1 がが邸 

入 B M 

レンスお！!時田 

け 


レンズ収納時間を変える 

撮影状態か5のボタンを押して約1分経過すると、安全のためレンズび収納 
されます （ P .25)。 この収納時間を [0 秒]に設定できます。 


jam 


力-ドの棚化'' 

日け证 

团》号 

S し：号 

フオルタ械 .. 

1 

巧胤醜 

乂 

■ WM 忡’.たわ圓 

Pol ； V 

扣 



[レンズ収納時間]を選び、イ►を押して 
[0 秒]を選びます。 
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撮影機能をおえる 


モードスイッチを〇にして P モードにし、 にユーの [〇]タブで設定で 
きます （ p . 4 6)。 


ここで説明する機能を P モードし义外で使ラとをは、それぞれの機能びど 
^のモードで使えるか確認してください （ P. 12日〜121)。 


AF 巧巧光（ランプ）を切る 

暗いところでシャッターボタンを半押しすると、ピントを含ねせるために、 
ランプ（前面）び点灯します。このランプを点灯しないよラにでさます。 


[ AF 補助光]を選び、イ►を巧して脚]を 
選びます。 


ホ目緩和煤能（ランプ）を切る 

暗いところでのスト□ボ撮影では、人の目びホく撮影されることを緩和する 
ため、ランプ(前面)び点打します。このランプを点灯しないよラにでさます。 

[スト□ボ設定]を選び、©を押します。 
▲▼■を押して陆目緩和ランスを選び、 
イ►を巧して[切]を選びます。 
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I 撮彰機能を変える 

撮影をの画像表示時巧ををえる 

撮影直後に画像び表示される時間を変え5れます。 


♦ [撮影の確認]を選び、イ►を巧して内容を 
選びます。 

♦[切]を選ぶと画像は表示されません。 
•[ホールド]を選ぶと、シトッターボタン 
を半押しするまで画像を表おします。 


撮影直をの画面表巧ををえる 

撮影後の画像表示を変えることびでさます。 

• [レビュー情報]を選び、イ►を巧して内容 
を選びます。 

詳細表示詳細情報—表示 ( p .43) になります。 

AF フレームの位置を拡大表示し 
て、ピントを確認することびでさ 
ピント確認、ます。操作方法は、「ピント位置 
を確認する（フ オー カスチ エツ 
力一)」 （ P .91) と同じです。 
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撮影機能ををえる 


ガイドを表示ずる 

撮影のとさに垂直、水平の目まになる格子線や、 L 判やはびきなどの縦横比 
び3:2の用紙に印刷するとさの目をを画面上に表示でをます。 



■化ヴィト •四凸宜田> 


[撮影ガイ円を選び、イ►を押して内容を 
選びます。 


グ U ツドライン 


格子線が画面に表示されます。 


3:2ガイド 


両方 


上下に灰色の帯び表示されま 
す。この部分は縦横比び3:2 
の用紙に印刷されません。 


グ U ッドラインと3 :2ガイド 
の両方び表示されます。 


與： 


「グ IJ ッドライン」は画儘に記録されません。 

[3:2 ガイド]の灰色の部分は、印刷されない領域をおしていまず。実際 
の画像は、灰色の部分を画像として記録されます。 


手ブレな正の設定ををえる 



[手ブレ補正]を選び、イ►を押して内容を 
選びます。 


入 

常時手ブレを補正します。画面上で補 
正効果び確認でさるため、構図の確認 
やピント合わせびしやすくなります。 

撮影時 

撮量ミされる瞬間のみ手ブレを補正しま 
す。 

流し撮り 

上下方向だけブレを巧正します。横ち 
向に動いているちのをカメラで追いか 
けて撮影するときに適しています。 


® •手ブレを補正しきれないときは、王脚などでカメラを固定してくださ 
し、。兰脚などでカメラを固定するときは、[切]にすることをおすすめ 
します。 

•[流し撮り]は、力六ラを横位置にして撮影します。カメラび縦位置で 
は補正されません。 
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再生機能をおえる 

のボタンを押して、 にユーの [囚]タブで設定で定まず （ P .46)。 

]囚[再をしたとをに表示ずる画像を選ぶ 



[再生開始位置]を選び、イ►を押して内容 
を選びます。 


前回の画像 

再生したとさに、前回最後に再生 
した画傲が表示されます。 

最新の画像 

再をしたとさに、撮影した最新画 
像び表示されます。 
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9 

カメラをほうとをにお立つ情報 

AC アダプターキット（別売）の使いかたや、「故障かな？と思った 
5」のほか、カメラの機能一賣を掲載しています。また、章の最後 
には索引を掲載していまず。 
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家庭用電源でカメラをほう 


AC アダプターキット ACK - DC 4 日（別売）を使ラと、バッテ U —の残量を 
気にせずに力^ラを使ラことびでをます。 



カプラーを入れる 

ふたを開さ ( p .14). カプラーを図の向さ 
にして、「カチッ」と音びして□ックされ 
るまで差し込みます。 

ふたを閉めます （ P .15)。 



プラグをカプラーにつなぐ 

カバーを開 さ、 アダプターのプラグをカプ 
ラーの端テにしっかりと差し込みます。 


電源コードを取り付ける 

電源 コー ドをアダプターに差し込み、プラ 
グをコンセントに差し化みます。 

カメラの電源を入れると、カメラび使えます。 
使い終わった6、カメラの電源を切ってから 
プラグをコンセントから抜いてください。 


① 


カメラの電源を入れたまま、電源コードを抜かないでください。撮影し 
た画像び消えたり、カメラび故障することびあります。 
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巧障かな？と思った目 


「カメラび故障したのかな？」と考える前に、下記の例を参考に確認してくだ 
さい。ただし、問題び解決しないとさは、別紙の相談窓 □へ ご相談くださし、。 


電源 


電源ボタンを押してちカメラが動作しない 

バッテ U - び正しい向きで入っているか確認してください （ P .14)。 
カード/バッテリー収納部ふたが閉じているか確認してください （ P .1 日)。 

バッテ U - の端デび巧れているとバッテ U - 性能が低下します。綿棒などで端テを巧 
さ、バッテ U —を数回入れ直してください。 


バッテリーの消耗が早い 

化温下ではバッテ U —性能び低下します。端子カバーをつけて、ポケッ ト などでバッ 
テ I 」一を温めてか5お使い < ださい。 

レンズが出たままで収納されない 

電源を入れたまま、カード/バッテ I 」一収納部ふたを開けないでください。&たを開 
じた後、電源を入れてからちラー度切ってください （ P .15)。 

テレビ表示 

テレビに表示でをない/画面が乱れる （ P .93) 

撮影 . 

撮影でをない 

再生モードのとき （ P .25) は、シャッターボタンを半巧ししてください （ P .21)。 

画面が表示されない 

DISP . ボタンを巧してください （ P .42)。 

暗い場所での画面表示がおかしい （ P .44) 


撮影中の画面表示がおかしい 

な下の場合、撮霖画像には記録されませんび動画には記録されます。注意してください。 
カメラに強い光びあたると、表示が黒くなることがあります。 

壁光打下で撮穀すると、画面びちらつ<ことがあります。 

巧るい光源を撮影すると、画面に赤紫色の帯び表示されることがあります。 



撮影しよラとした！5、[ち]が点滅表示されて撮影でをない （ P .24) 
シャツターボタンを半巧ししたときに、[な]が表示される （ P .55) 

[手ブレ補正]を[入]にしてください （ P .109)。 

スト n ポを|>]に設定してください （ P .62)。 

ISO 感度を高くしてください （ P .68)。 

兰脚などでカメラを固定して < ださし、。 
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故障かな？と思った 5 


画像がボケて撮影されている 

シャッターボタンを半巧ししてピントを合わせてから、撮影してください （ P .21)。 
撮影距離範囲内に被写体を収めて撮影してください （ P .124)。 

[AF 補助光]を[入]にしてください (p.l07)o 

意図しない機能（マク□撮影など）び設定されていないか確認してください。 

フォー カス ロック、 AFn ックで 撮影してください （ P .73、 77)。 

シャッターボタンを半巧ししてち、 AF フレームが表示されずピントが合わない 

被写体の明暗差がある部分を画面中央にしてシャッターポタンを半押しするか、半巧 
しを何度か繰り返すと AF フレームび表示され、ピントび合ラことびあります。 

被写体が暗ずぎる 

スト n ボを[失]にしてください （ P .62)。 

露出補正で明るさを調整してください （ P .67)。 

暗部補正機能で補正してください （ P .80、 弓7)。 

AEn ック またはスポット測光で撮影してください （ P .78)。 

被写体が明るず苯る（白トビずる） 

スト n ボを[承]にしてください （ P .55)。 

露出補正で明るさを調整してください （ P .67)。 

AEn ックまたはスポット測光で撮影してください （ P .78)。 

被写体にあたっている照明を弱めてください。 

スト□ボが光ったのに暗い画像になった （ P .24) 

ISO 感度を高くしてください （ P .68)。 

スト n ボ撮影に適した距離で撮影してください （ P .62)。 

スト□ボ撮影した画像の被写体が明るずざる（白トビずる） 

スト n ボ撮影に適した距離で撮影してください （ P .62)。 

スト n ボを[承]にしてください （ P .55)。 

スト□ボ撮影時、画像に白い点などが写る 
空気中のちりなどにスト n ボ光び反射しました。 

画像が粗い感じになる 

ISO 感度をあくして撮影してください （ P .68)。 

撮影モードによっては ISO 感度び高くなるため、粗い感じの画像になることびありま 
す （ P . 巧)。 

目びホく写る ( p .81) 

[赤目緩和 ランプ] を[入] に 設定してください （ P .107)。 スト n ポ撮影のときは、 
ランプ（前面）が点打 （ P .40) して、約1秒間は赤目現象を緩和するため撮影でき 
ません。また、写される人びランプを見ているときに効果びあります。 r 室内を巧る 
くする」、 r 写したい人に近づく」と効果び上びります。 

ファインダーで見える節囲と、撮影された画像にズレがある （ P .73) 

被写体までの距離び近いときは、ズレが大さくなることびあります。 
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故障かな？と思った 6 


カードへの画像の記録時間が長い、または連続撮影速度が遅くなった 
力ードをこのカメラで物理フォーマットしてください （ P .49)。 

撮影機能や FUNC . メニューの設定がでさない 

• 設定でさる項目は撮影モードによって異なります。「撮影機能/ FUNC. メニュ—— 
覧」 ( p . ll 8) で確認してください。 

動画撮該 

正しい撮影時間が表示されない、または中断される 

• カードをこの力^ラで初期化するか、書さ込み速度の速いカードを使ってください。 
撮影時間が正し < 表示されないとさを、カードには実際に撮影した時間の動画び撮影 
されています （ P .30)。 

液晶モニターに [!] がホく表示され、撮影が自動的にお了した 

カメラの内部メモ U —びかなくなりました。政下の方法を試してください。 

• 力ードをこの力^ラで物理フォーマットする （ P .49)。 

• 記録画素数をルさくする （ P .84)。 

書き込み速度の速いカードを使ラ。 

ズームでをない 

• 撮影中はデジタルズームを使えますび、光学ズームは動作しません （ P .85)。 

巧生でをない 

• ノくソコンでファイル名やフオルダ構造を蜜えると再生できないことびあります。ファ 
イル名やフォルダ構造については、「ソフトウェアクイックガイド」 （ P .2) を参照し 
て < ださい。 

再生が中断ずる、または音声が途切れる 

• このカメラで初期化した力ードをお使いください （ P .20)。 

• 動画を、読み込み速度の遅いカードにコピーして再生すると、再生び一瞬中斷するこ 
とびおります。 

■ パソコンで画像を再生するとき、パソコンの性能によっては、画像がフレーム（コ 
マ）落ちしたり、音声び途切れたりすることびあります。 


画面に表巧されるメッセージー覽 

画面にメッセージが表示されたときは、攻下のよラに対応してください。 

カードがありません 

カードび正しい向きで入っていません。カードを正しい向きで入れます （ P .14)。 

ライトプ□テクト 

SD 力ード、 SDHC 力ードのスイッチが 「 Lock 」 側（書き込み禁止）になっています。 
スイッチを書き込みできるちへ切り換えます （ P .16)。 

記録でさません 

カードび入っていないげ態で撮影しました。撮影するとさは、カードを正しい向さで 
入れます （ P .14)。 

カードが異常でず （ P .49) 

初期化 ( p .49) しても同じ表示び出るときは、故障び考えられますので、別紙のネ目 
談窓□へご相談ください。 

カードがいっぱいでず 

力-ドの空き容量びないため、撮影 （ P .22、 51、61、 75) や編集 （ P .96 〜 98) は 
でさません。画像を消して （ P .26、95) 空さ容量を作るか、空き容量のあるカード 
に交換します （ P .14)。 

バッテリーを交換してください （ P .13) 

画像がありません 

カードに表おできる画像び入っていません。 

1呆護されていまず （ P .94) 

認識できない画像です/互換性のない JPEG でず/ H 像が大きずぎまず/ RAW 

非対応の画像やデータび壊れている画像は表示できません。 

パソコンで加工したり、ファイル名を蜜えたりした画像や、このカメラ料外で撮影し 
た画像は、表示でさないことびあります。 

拡大でさない画像でず/回転でさない画橡でず/処理でさない画像でず/ 

指定できない画像でず ■ 

非対応の画像は、あ大 （ P .92)、 回転 （ P . 弓5)、編集 （ P .96 〜98)、印刷指定 （ p . 弓 9) 
はでさません。 

パソコンで編集した画像やファイル名を変えた画像、このカメラ外で撮影した画像 
は、拡大、回転、編集、印刷指定はでさないことびあります。 

動画は、拡大 （ P .92)、 編集 （ P .96 〜 98) はできません。 

指定がをずぎまず 圓 

印刷指定の画像を998枚よりをく指定しました。指定する画像を998枚な下にしま 
す （ P . 弓弓)。 

指定完了できませんでした 

印刷指定を正しく保をできませんでした。指定枚数を減らして、わう一度指定します 
( p .99 )o 
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画面に表示されるメツセージー 覧 


ファイル名び作成できません 

カメラび作成しよラとしたフォルダ名、画像のファイル名と同じファイル名びあると 
さや、画像番号び最大値になっているため、フォルダや画像び作成でさません 
( P .105)。 巧 T ] メニューで[画像番号]を[オートリセット]に変えるか （ P .105)、 
力ードを初期化します （ P .20)。 

通信 エラー 

カードに大量の画像 （1 日00枚程度）びあるため、パソコンに画像を取り込んだり印 
刷したりできません。パソコンへ取り込むとさは、カードリーダー（市販品）を使い 
ます。印刷するとさは、プリンターのカードス n ットにカードを差して印刷します。 
レンズエラーを検知しました^— 
• レンズの不具合を検知しました。電源ボタンを巧して、電源を入れ直します （ P .40)。 
ただし、頻繁に表示されるとさは故障び考えられますので、別紙の相談窓□へごネ目談 
<ださい。 

• レンズ動作中にレンズを巧さえたり、ホコリや砂ポコ U の立つ場所などで力文ラを使 
ラと表示されることびあります。 

Exx (エラー番号） 

カメラびエラーを検知しま心た。電源ボタンを巧して、電源を入れ直します （ P .40)。 
• 撮影直後に表示されたときは、撮影されていないことびあります。再生して画像を確 
認してください。 

頻繁に表示されるときは故障び考えられますので、 rxxj の番号を控えて、別紙の巧 
談窓□へご相談ください。 



117 


撮影機能/ FUNC メニューー覽 



撮影モード 





巧能 



P 

巧 

巧 


ド 

〇 

〇 

〇 

*1 

ストロボ （ P . 巧、62、 79) 

失 

— 

〇 

〇 

*1 

お 

— 

〇 

— 

— 


饭 

〇 

〇 

〇 

〇 


を領域 

〇 

— 

— 

— 

撮影領域 （ P .63) 


— 

〇 

〇 

〇 

化 

— 

〇 

〇 

〇 


i 4 

— 

〇 

〇 

〇 

露出補正 （ P .67)/ 露出シフト （ P .85) 

— 

〇 

〇 

〇 


Coff 

〇 

〇 

〇 

〇 

セルフタイ7— 

巧 

〇 

〇 

〇 

〇 

( P . 59、60、71、 72) 

日ス巧 

〇 

〇 

〇 

〇 


が 

〇 

〇 

〇 

〇 

AF □ック （ P .77) 


— 

〇 

— 

— 

AE □ック （ P .78、85) / FE □ック ( p .79) 

— 

〇 

— 

— 

1テレビ表示 Cp .71) 


〇 

〇 

〇 

〇 


情報表示あり 

〇 

〇 

〇 

〇 

画面の表お （ P .42) 

情報表おなし 

〇 

〇 

〇 

〇 


非表示 

〇 

〇 

〇 

〇 


FUNC . メニユ—— 貴 

ISO 感度 （ P .68) 

ED 

RlfTO 

〇 

〇 

〇 

〇 

[HD [03 ED [ Si ] Ei ] ED 

80 100 200 400 8001600 

— 

〇 

— 

— 

ホワイトバランス （ P .69) 

厕 

〇 

〇 

〇 

〇 

ホ* Aw 輔沛 A 

— 

〇 

— 

— 

ドライブモード （ P .67) 

□ 

〇 

〇 

〇 

〇 

马 I 

— 

〇 

〇 

〇 

マイカ ラー （ P .70) 

伽み卸知伽み 

— 

〇 

— 

— 

測光モード （ P .78) 

图 

〇 

〇 

〇 

〇 

[] 円 

— 

〇 

— 

— 

画費（圧縮率） （ P .6 己） 

M M 

〇 

〇 

〇 

〇 

記録画素数 （ P .65、84) 

L M 1 M 2 iyi 3 S 四 

〇 

〇 

〇 

〇 

耐禪励 

— 

— 

— 

— 


*1 スト□ボ発光時は[が] *2 腺副は〇〜 30 砂、[枚数]は 1 〜 10 枚まで設定可能 
*3 ISO 3200 (p.54) に固定 *4 [M3] 固定* 5 [四]は選択不可 
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撮影機能/ FUNC . メニューー覧 






FI 

JNC . 

メニ: 

1- 

な 

-見 





〇 

〇 

〇 

〇 

— 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

*3 

〇 

〇 

— 

— 

— 

— 

〇 

— 

— 

— 

— 

— 

〇 

— 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

— 

— 

— 

— 

〇 

— 

— 

— 

— 

— 

— 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

— 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

— 

— 

— 

— 

— 

〇 

— 

— 

— 

— 

— 

— 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 












〇 

— 












〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

— 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

索 4 

#5 

— 

— 

— 

— 

— 

〇 

— 

— 

— 

— 

— 

— 

— 

〇 







CM 






— 

を 

お 


11 

句 

觀 

-•1か 

留 

冷 

を 

驟 

が 

〇 

〇 

*1 

— 

— 

〇 

〇 

— 

〇 

〇 

— 

— 

— 

〇 

〇 

*1 

— 

ホ 1 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

— 

— 

— 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

— 














〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

— 

〇 

— 

〇 

— 

— 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

— 

〇 

— 

— 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

— 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

— 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 ' 

— 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇1 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

— 

〇 

〇 

〇 

〇 1 

〇 

〇 

Oi 

〇1 

1 〇 

— 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

|—-〇 

’ 〇 1 

1 〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 i 

i 〇 

〇 

〇 ' 

〇 

— 

— 

— 

— 

— 

〇 

— 

— 

— 

— 

— 

〇 

〇 












〇 

— 












〇 

〇 

〇 1 

〇 
6 , 
〇 1 

1 〇 

〇 
, 〇 
〇 : 

〇 
〇 
〇 
’ 〇 

を 
‘ 〇 ' 

' 〇 . 

〇 

■ 〇 

〇 

〇 

"〇 

〇 

〇 , 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

1 〇 

' 〇 
〇 

. 〇 

〇 i 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


〇選択可能または自動設定一選択不可 
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メニュ ーー 覽 


〇撮影タブメニュ ーー 覧 


機能 

撮影モード 

fjil け） 




P 

巧 

巧 

AF フレーム （ P .76) 

顔優先 AiAF 

〇 

〇 

〇 

〇 

中央 

— 

〇 

〇 

〇 

AF フレームサイズ { p .76) 

標準/か 

— 

〇 

— 

— 

デジタルズーム （ P .56) 

入/切 

〇 

〇 

〇 

〇 

テレコン 1.4 X / テレコン 2.3 X 

〇 

〇 

〇 

〇 

ピント位置拡大 （ P .77) 

入/切 

〇 

〇 

〇 

〇 

AF 補助光 ( p . l 07) 

入/切 

〇 

〇 

〇 

〇 

スト n ボ設定 （ P .81) 

赤目自動補正 入/切 1 

lO 

〇 

〇 

〇 

赤目總和ランプ入/切 ' 

' 〇 

〇 

〇 

〇 

暗部補正 （ P .80) 

切/自動 

♦ 3 

〇 

— 

— 

撮影の確認 （ P .108) 

切/2〜10秒/ホールド 

〇 , 

, 〇 

〇 

〇 

レビュー情報 （ P .1 日 8) 

非表示/詳細表示/ピント確認 

〇 

〇 

〇 

〇 

撮影ガイド ( p . l 09) 

切/グ1」ッドライン 

〇 

〇 

〇 

〇 

3:2ガイド/両方 

〇 

〇 

〇 

〇 

手ブレ補正 （ P .1 日弓） 

入/切 

*1 

〇 

〇 

〇 

撮影時/流し撮り 

— 

〇 

〇 

〇 

曰付写し込み ( p .58) 

切/曰付のみ/曰付+時刻 

〇 

〇 

〇 

〇 


*1 常時[入] *2 [失]選択時に可能 *3 常時[自動] 
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メニュ——覧 


01択可能または自動設定^択不可 








〇 






— 

を 

お 


11 

句 

觀 


m 

冷 

み 

驟 

が 

〇 

〇 

〇 

— 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

— 



























〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

— 

#1 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

— 

— 

— 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

o_j 

1_〇 

— 

— 

〇 

〇 

〇 

— 

〇 

〇 

〇 

*2 

Qj 

直 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

— 

〇 

〇 

〇 

〇 : 

〇山 

1 — 

— 

— 

〇 

〇 

〇 

— 

〇 

〇 

〇 

し心 

1 〇’ 

巧 

— 

— 

— 








1 

1 










1 
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〇 . 

〇 : 
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: 〇 

ろ 

〇 
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〇 
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〇 . 
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〇 : 
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, 〇 

1 〇 
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.〇, 
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, 〇 ' 

1 〇 
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1疗 

〇 

〇 

〇 

〇 

— 

〇 

〇 

〇 

〇 1 

1 〇 1 

〇 

〇 

〇 

— 

〇 

— 
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■ メニュ —— K 

tT 設定タブメニュ ー- 覧 


II 11 

I ス / 怖* r n .47 


消音 

入/切* 

P.47 

音量 

各種操作音を 5 段階に設定 

P.47 

液晶の明るさ 

±2の範囲で設定 

P.50 

起動画面 

入#/切 

p.104 

カードの初期化 

記録内容を初期化して消去 

P .20、 4弓 

画像番号 

通し番号*/オートリセット 

P .10 己 

フオルダ作成 

新規作成と自動作成 

P . 105、106 

縱横自動回転 

入*/切 

P .106 

レンズ収納時間 

1分#/0秒 

p.106 

節電 

オートパワーオフ：入*/切 
ディスプレイオフ：10〜30秒/1*〜3分 

P.44、 104 

曰付/時刻 

曰付/時刻の設定 

P.18 

ビデオ出力方式 

NTSC * / PAL 

P.93 

■==E 

表示言語を選択 

P.1 弓 

初期設定 了カメラの設定を初期状態に戻す 

P.48 

* 初期設定 


囚再生タブメニュ ーー 覧 


項目 

内容 

参照ページ 1 

スライドシヨー 

画像と動画の自動再を 

P .90 

暗部補正 

画像の暗い部分を補正 

P .97 

赤目補正 

画像の赤目部分を補正 

P .98 

1」サイズ 

画像をルさ<して保を 

P .96 

保護 

画像と動画の保護 

P .94 

回転 

画像と動画の縦横回転 

P .95 

全消去 

画像と動画の一括消去 

P .95 

再生開始位置 

前回の画像* /最新の画撒 

P .110 

再生効果 

Ei/HVBP 

P .92 


* 初期設定 
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を:印刷タブメニュ ーー 覧 


メニユ——覧 


項目 

内容 

参照ページ 

印刷 

印刷画面を表お 

P .27 

印刷する画像を指定 

印刷する画像を1枚ずつ指定 

p .100 

すべての画像を指定 

すべての画像を印刷する画像に指定 

P .101 

すべての指定を解除 

すべての印刷指定を解除 

p .101 

印刷の設定 

印刷のスタイルを設定 

P .99 


まな仕様 


カメラ部有効画素数 . 約1000万画素 

撮影素子 .1/2.3 型 CCD (総画素数約1日30万画素） 

レンス .6.2 ( W ) - 18.6 ( T ) mm 

35 mm フイルム換算： 35 ( W ) -105 ( T ) mm 
口.8 ( W ) - F 4.9 ( T ) 

デジタルズーム . 約 4.0 倍（光学ズームと合わせて最大12倍相当） 

光学ファインダー . 実像式ズームファインダー 

液晶 モニター .2. 5型 TFT 液晶 カラーモニター 

約23万ドット、ネ見野率100% 

AF フレームモード . 顔優先 AiAF /中央 


撮影距離（レンズ先端より）才ート ：3 cm 〜〇〇 ( W ) /30 cm 〜〇〇 ( T )、 


通常： 30 cm 〜の、遠景： 3m 〜 W 
マク□: 3〜 50 cm ( W )/ 30〜 50 cm ( T ) 

デジタル7ク□: 3〜 10 cm 
キッズ&ペット： 1 m〜w 

シャッター . メカニカルシャッター-電子シャッター 

シ ャッ 夕ースピード . 1 〜 1/ I 500抄 

15〜1/1500抄（すべての撮影モードをおわせたシャッ 
タースピード範囲） 

手ブレ補正 . レンズシフトち式 

測光方式 . 評価/中央部重点平均/スポット 

露出補正 . ±2段 （1/3 段ステップ） 

ISO 感度 

(標準出力感度-推巽露光指数）..才 ー ト、 ISO 80 /100/200/400 / 800 /1600 

ホワイトバランス . オート/太陽光/くちり/電球/堂光な/堂光打 H / マニュ 

アル 

内蔵スト n ボ . オート/常時発光/ス□ーシンク □ /発光禁止 

* 赤目自動補正/ホ目緩和ランプ設定可能 
内蔵スト n ボ調光範囲 .......30 cm 〜 4.2 m ( W ) / 30 cm 〜 2.4 m ( T ) 

撮影モード . オート、プ n グラム AE 、 ポートレート、ナイトスナップ、 

キッズ&ペット、パーティ/室巧、夕焼け、打上げな火、 
長秒時撮影、ビーチ、水中、か族館、新緑/紅葉、スノー、 
に03200、デジタルマク〇、動画 
連続撮影 . 約 1.4 枚/砂 

セルフタイマー . 10秒/ 2秒/顔セルフタイマー/カスタム 

暗部補正 . 切/自動 

記録媒体 . SD メモ U —カード / SDHC メモ U —カード / MultiMedia 

カード / MMCpIus 力ード / HC MMCpIus カード 
ファイルフオーマット ....... DCF 準拠#、 DPOF 対応 

ホ DCF は（社）電子情報技術産業協尝 ( JEITA ) で標華化 
された規格 「Design rule for Camera File system 」 
の略称です。 
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主な仕様 


データタイプ . 静止画 ： Exif 2.2 ( JPEG ) 

動画 ： AVI 個像 ： Motion JPEG 、 音声 ： WAVE (モノ 
ラル)） 

圧縮率 . ファイン/ノーマル 

記録画素数（静止画） . ラージ： 3648 X 2736画素 

ミドル1: 2816 x 2112 画素 
ミドル2 : 2272 XI 704画素 
ミドル3 :1600 XI 200画素 
スモール： 640 x 480 画素 
ワイド： 3648 x 2048 画素 

(動励 .640 x 480 画素 （30 フレーム/秒） 

640 x 480 画素 （30 フレーム/秒 LP ) 

320 x 240 画素 （30 フレーム/砂） 

撮影可能枚数 . 液晶モニター表示時：約260枚 （ CIPA 測定法準拠） 

液晶モニター非表示時：約700枚 

音声 . 量子化ビット：16ビット 

音質（サンプ U ングレート） ：44.100 kHz 

再生機能 . 1画像再生/動画再生/ピント位置拡大/インデックス再 

生/拡大再生/ジャンプ/スライドショー 

編集機能 . 消去/保護/ I 」サイズ/暗部補正/回転/赤目補正 

ダイレクトプ U ントち式.. .. P け Bridge 対応 

インターフエース . Hi-Speed USB (デジタル • 音声-映像一体型専用〕ネク 

夕一*) 互換 

映像/音声出力 （ NTSC または PAL 切換可能、モノラル音声) 
通信プ n トコル設定 . MTP、PTP 

電源 . バッテリーパック NB -6 L (専巧 U チウムイオン充電池） 

AC アダプター キット ACK - DC 40 

動作温度 . 〇〜40ご 

動作湿度 . 10-90% 

大きさ（突起部を除く） ......88.5 x 54.8 x 21.8 mm 

質量（本体のみ） . 約12 Og 


















■主な仕様 


バツテリーパック NB -6 L 


お式 . リチウムイオン充電巧 

公称電圧 . DC 3.7 V 

公称容量 . 1000 mAh 

充放電 . 約300回 

使巧温度 . 日〜40で 

大きさ .34.4 x 41.8 x 6.9 mm 

質量 . 約 21 g 

バッテリーチヤージヤー CB -2 LY 

定格入力 . AC 1 日日〜 240 V (日0/6日 Hz )、 0.085 A (100 V ) 〜 

0.05 A (240 V ) 

定格出力 . DC 4.2 V 、0.7 A 

充電時間 . 約1時間5日分 

使用温度 . 日〜40で 

大きさ . 58.6 x 86.4 x 24.1 mm 

質量 . 約 70 g 


• 記載データはすべて当社試験基準によります。 

• 製品の仕様、および外観の一部を予告なく変更することびあ0ます。 


鎮 

Li-ion 




•不要になった電池は、貴重な資源を守るために廃棄しないで 
最寄りの電池 U サイクル協力店へお持ちください。 

詳細は、有限責任中間法人 JBRC のホームページをご養照くだ 
さし、。 

ホー ムぺージ： http :// www.jb に. com 
• プラス端子、マイナス端子をテープ等で絶縁してください。 

* 被覆をはびさないで < ださい。 

•分解しないでください。 ， 
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曰ごろの巧り扱いについて 


カメラにごいて 


力^ラは精密磯器です。落としたり、衝撃をちえたりしないでください。 
カメラを磁石传モーターなどの、強力な磁場を発生させる装置の近くに、 

絶巧に置かないでくださし、電磁波により、カメラび誤作動したり、記録 
した画像び消えたりすることびあります。 

カメラや画面に水滴やミちれびついたとをは、メガネなさなどの令ね5かい 
巧で拭さとってください。ただし、強くこすったり、巧したりしないでく 
ださい。 

有磯溶剤を含むク U —ナーなどでは、絶対にカメラや画面を巧かないでく 
ださい。 

レンズにゴ S びついているとさは、市販のブ□アーで吹さ飛ばすだけにし 
てください。汚れびひどいとさは、別紙の相談窓□にご相談ください。 
カメラを寒いところから急に暑いところへ移すと、力^ラに結露（水滴） 

び発生することびあります。カメラを寒いところから暑いところへ移すと 
さは結露の凳生を防ぐため、カメラをビニール袋に入れて袋の□を閉じ、 
周囲の温度になじませてから取0出してください。 

結露び発生したときは、故障の原因となりますので力;>< ラを使わないでく 
ださい。バッテリー、カードをカメラから取り出し、水滴び消えてか5、 
力^ラを使ってください。 

カードにごいて 

力ードは精密にできています。曲げたり、落としたり、振動を与えないで 
ください。カードに記録されている画像び消えることびあります。 

カードに液体をこぼしたり、端テ部に手や金属で触れたりしないで<ださい。1 
テレビやスピーカーなど、磁力や静電気の発生しやすいところに保管しな> 
いでください。カードに記録されている画像び消えることびあります。 

温度の高いところ、ホコ U や湿気の多いところに保管しないでください。 
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【英数宇】 

3:2ガイド . 109 

AC アダプターキット . 38,112 

AE □ック . 78 

AF ーピント合わせ 

AF フレーム . 23 

AF □ック . 77 

AV ケーブル . 2, 93 

DIGITAL CAMERA 

Solution Disk .2, 33 

DPOF .99 

FE □ック .79 

FUNC . メニュー 

一 覧 .118 

基本操作 . 45 

ISO 3200 (シーンモード） . 54 

ISO 感度 . 68 

L 半 U . 66 

MMCpIus/HCMMCpIus 力ードー 

力ード 

MultiMedia カードーカード 

PictBridge (ピクトブリッジ） . 27 

SCN (シーンモード） . 52 

SD / SDHC カードーカード 

【创 

ホ目 

禮和 . 107 

自動補正 . 81 

補正 . 98 

アクセヴ1」一 . 36 

圧縮率^画質（圧縮率） 

暗部補正 . 80, 97 

色あい（ホワイトバランス） . 69 

印刷 . 27 

インターフェースケープル ..... 2, 27, 33 

ウオータープルーフケース . 38 

巧上げな火（シーンモード） . 53 

液晶モニター--画面 

エラー表示 . 116 
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mm . 63 

胃 . 47 

【か] 

ド . 16 

撮影でさる枚数 . 16, 66 

初期化 . 20 

海外で使ラ . 13 

回転 . 95 

顔セルフタイマー . 60 

顔優先 AiAF . 76 

拡大表示 . 92 

各部のなまえ . 40 

画質（圧縮率） . 65 

画像 

消す . 26 

再生一写る 
編集-•■編集 

儲 . 94 

画像番号 . 105 

家庭用電源 . 112 

がラ 

構えかた . 11 

設定初期化 . 48 

画面 

言語表示 . 19 

表示一覧 . 42 

表示の切り換え . 42,43 

メニユー操作 . 45, 46 

キッズ&ペット（シーンモード） . 53 

記録画素数（画像の大ささ） . 65 

グ I 」ッドライン . 109 

消す . 26 

言語表示 . 19 

高感度 . 54, 68 

故障 . 113 

に] 

再生-►見る 

再生効果 . 92 
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再生ボタン . 25 

撮影ガイド . 109 

撮影曰時曰付/時刻 

撮影枚数 . 13 

シャッターホタン . 21 

消去^消ず 

初期化-カード、設定初期化 
初期状態^設定初期化 

白黒画像 . 70 

新緑/紅葉（シーンモード） . 54 

水族館（シーンモード） . 54 

水中（シーンモード） . 54 

ズーム . 22, 29, 56 

ストラップ . 2,11 

スト n ボ 

苗時発光 . 62 

発光禁止 . 55 

補助スト n ボ . 38 

スノー(シーンモード） . 54 

スライドシヨー . 90 

設定初期化 . 48 

節胃 . 44 

セピア調画像 . 70 

セルフタイ7— 

1日秒セルフタイマー . 59 

2秒セルフタイマー . 71 

顔セルフタイマー . 60 

タイマー時間と撮影枚数を 

変える . 72 

全消去 . 95 

測光モード . 78 

ソフトウェア 

DIGITAL CAMERA 

Solution Disk .2, 33 

ソフトウェアクイックガイド . 2 

パソコンへの取り込み . 32 

に】 

ダイレクトプ U ント . 28 

端子 . 27, 93,112 

長秒時撮影（シーンモード） . 82 


長砂時露光 . 82 

デジタルズーム . 56 

デジタルテレコンバーター . 57 

デジタルマク n 撮影 

(シーンモード） . 64 

手ブレ . 55,109 

テレビで見る . 弓3 

テレビを使って撮る . 71 

電源両バッテリー 

電源ボタン . 40 

動画 

画質（フレーム数） . 84 

記録画素数 . 84 

撮影時間 . 30, 84 

見る（再生） . 31 

【な】 

ナイトスナップ（シーンモード） ........ 52 

曰時^曰付/時刻 

【は】 

パーティー/室内（シーンモード）... .53 

パイパワーフラッシュ . 38 

はじめよラ！おラちプリント . 2 

パソコンへの画像転送 . 32 

バッテリー 

残量表示 . 13 

充電 . 12 

節電 . 44 

バッテ U - チャージャー...2,12, 38 

曰付/時刻巧電池 . 18 

花火^巧上げ花乂 

ビーチ（シーンモード） . 53 

ピクトブリッジ （ Piet 目 ridge ). 27 

ヒストグラム . 44 

曰付/時刻 

画像への記録 . 58 

設定 . 17 

曰付/時刻巧電池 . 18 

変更 . 18 

ビデオ^動画 

表示言語 . 19 
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ピント合わせ 

AF フレーム . 23 

AF フレームモート . 76 

AF □ック . 77 

ピント位置拡大 . 77 

フォーカスチェッカー . 91 

フォーカスロック . 73 

フォーマット（力ードの初期化） ........ 20 

付属品^アクセサリー 

プリンター . 27, 28 

プリント^印刷 

プ n グラム AE . 62 

編集 

赤目補正 . 98 

暗部補正 . 97 

回転 . 95 

リサイズ（画像をルさくする） ..... 96 

ポートレート（シーンモード） . 52 

補助スト n ボ . 38 

ホワイトバランス（色あい） . 69 

【ま] 

ヌイカラー . 70 

マク□撮影 . 63 

まとめて消ず . 95 

マルチメディアカード^カード 
見る 

1枚表示 . 25 

9枚表示（インデックス表示） ...... 88 

拡大表示 . 92 

スライドシヨー . 90 

テレビで見る . 93 

メニュー 

一 覧 . 120 

基本操作 . 46 

メモ IJ ーカードーカード 

モードスイッチ . 40 

【刊 

夕焼け（シーンモード） . 53 


に] 

ランプ . 40, 41,107,108 

リサイズ（画像をルさくずる） . 96 

U ストストラップ-ストラップ 

連続撮影（連写） . 67 

露出 

AE □ック . 78 

FE □ック . 79 

補 E . 67 

【わ] 

ワイド（記録画素数） . 65,66 


130 






































補修用性能部品について 

保守サービスのために必要な補修用性能部品の最低保有期間は、製品の製造 
巧切り後7年間です。（桶修用性能部品とは、その製品の機能を維持するた 
めに必要な部品です。） 

巧害電波自主規制について 

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議含 （ VCCI ) の基準に基 
づくクラス目情報技術装置です。この装置は、家庭環境で使用することを目 
的としていますび、この装置びラジオやテレビジョン夏1言機に近接して使用 
されると、受信障害を引き起こすことびあります。カメラユーザーガイド 
(本書）に従って正しい取り扱いをして下さい。 

商標について 

DCF は、〔社）電子情報技術産業協をの団体商標で、日本国内における登 
録商標です。 

SDHC □づは商標でず。 

このガイドについて 

内容の一部または全部を無断で転載することは、禁止されています。 
内容に関しては、将来予告なく変更することびあ0ます。 

イラストや画面表示は、実隙と一部異なることびあります。 

内容については万全を期していまずび、万一不審な点や誤り、記載ちれな 
ど、お気づをの点びありましたら、別紙の相談窓□までご連絡ください。 
このカメラを運用した結果については、上記にかかわらず責任を負いかね 
ますので、ご了承くださし、。 
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Canon 


キヤノン株式会社 

キヤノンマーケティングジャパン株式会社 
干 108-8011 東京都港区港南 2-16-6 


製品取り扱い方法に関ずるご相談窓 □ 

お客様相談センター 050-555-90005 

受付時間：平日9 : 00-20 : 00/± •日•祝日10 : 00〜17 : 00 

(1 月1曰〜1月3曰は休ませていただをまず） 

《海がからご利用のち、または05日からはじまる IP 電話ま号をご利巧いただけないちは、 
043-211-9630 をご利巧ください。 

《受付時間は予告なく変更する場合びあります。あらかじめご了承ください。 



A ヴ リチウムイオン電池のリサイクルにご協力ください。 

Li-ion 


CDI - J 387-020 XXXXXXX ◎ CANON INC . 2009 PRINTED IN JAPAN 


